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世
親

訳
注
矧

司
法
華
論
b

藤
井
教
公
・
池
遺
宏
昭

一、

は
じ
め
に

1 

本
稿
は
先
に
刊
行
し
た
菩
提
留
支
訳
『
法
華
論
』
の
訳
注
、
「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
内
容
は
凶
器
一
一
最
山

品
の
最
初
か
ら
経
の
最
後
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
『
法
華
論
』
訳
注
は
完
結
す
る
。
本
稿
に
先
立
つ
訳
注

ω及
び

ω

は
、
筆
者
藤
井
が
平
成
八
年
度
と
十
三
年
度
に
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
大
学
院
の
演
習
と
し
て
司
法
華
論
』
を
演
習
形
式
で
講
読
し
た

際
に
、
潰
習
に
参
加
し
た
大
学
院
生
諸
君
が
用
意
し
た
原
穣
に
つ
い
て
授
業
で
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
後
に
形
式
の
統
一
を
調
え
る
と
と

も
に
訳
文
な
ど
に
全
体
的
見
直
し
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
は
、
二
度
に
一
日
一
っ
て
筆
者
の
漬
留
に
加
わ
り
、
先
の
訳
注

ωω

の
原
稿
作
成
に
も
大
き
く
関
わ
っ
た
油
遅
宏
昭
君
が
原
穣
を
作
成
し
、

そ
れ
に
藤
井
が
訂
正
や
補
い
の
筆
を
加
え
て
出
来
上
が
っ
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
原
積
作
成
の
労
の
多
く
は
地
建
君
に
負
っ
て
い
る
が
、
結
果
に
つ
い
て
の
責
任
は
藤
井
・
油
連
の
二
人
が
等
し
く



世
親
『
法
筆
論
』
訳
注
同

九
日
一
う
も
の
で
あ
る
。
思
わ
ぬ
過
誤
や
力
不
足
に
よ
る
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
方
の
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

一一、

凡

例

一
、
本
積
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
二
十
六
所
収
の
窓
口
提
留
支
訳
テ
キ
ス
ト
を
依
用
す
る
。
尚
、
テ
キ
ス
ト
の
提
示
は
、
「
大
正
蔵
』

に
準
じ
た
が
、
出
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
、
句
点
や
中
黒
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
見
出
し
部
分
に
付
し
た
頁
数

は
、
『
大
正
蔵
恥
の
該
当
個
所
を
一
不
す
。
「
勅
L

と
は
勤
那
摩
提
訳
で
あ
る
。

例
、
一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃
-UL-M)

2 

(
勅
、
℃
・

5
ミ
μ)

、
本
稿
は
、
吋
法
華
論
』
上
下
二
巻
の
う
ち
、
『
法
華
経
』
壁
一
回
総
品
以
下
、
経
の
最
後
部
分
ま
で
に
対
す
る
註
釈
に
つ
い
て
、

現
代
語
訳
、
訳
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

、
書
き
下
し
文
は
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
り
、
新
字
体
を
用
い
た
。

、
テ
キ
ス
ト
部
に
は
、
勤
那
摩
提
訳
と
の
詩
句
の
相
違
を
注
記
し
、
書
き
下
し
文
中
に
は
、
内
容
的
な
注
記
を
つ
け
た
。

例注
、番

転号
不は
退当
転 1該
法語
輸の
。最

後

つ
け
た

ー
勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
転
L

の
字
を
欠
く
。

経
の
如
く
「
婆
伽
婆
は
玉
舎
域
の
誉
摺
蝿
山
中
に
住
し
た
ま
い
し
」
が
故
な
り
。



2

「
妙
法
華
』
「
仏
住
王
合
城
老
日
開
蝦
山
中
」
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、

一
真
下
、

一
九
行
自
)

と
対
応
す
る
。

一
、
経
文
・
法
華
論
の
テ
キ
ス
ト
の
引
用
に
は
鍵
括
弧
「

L

を
つ
け
、
一
言
葉
を
補
う
と
き
は
角
括
弧
〔

〕
を
、
意
味
の
補
足
・

の
言
い
換
え
等
は
丸
括
弧

)
を
用
い
た
。

例
、
経
の
如
く
「
婆
伽
婆
は
玉
舎
域
の
警
簡
略
山
中
に
住
し
た
ま
い
し
L

が
故
な
り
。

守
[
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
尊
師
は
、
王
合
域
の
誉
閤
蝿
山
の
中
に
と
ど
ま
ら
れ
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
八
地
以
上
の
無
功
用
智
は
、
下
(
第
六
地
以
下
)
と
上
(
第
七
地
)
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
党
本
(
南
篠
・
ケ
ル
ン
本
、
州
内
2
・
と
略
記
)
の
文
句
と
の
対
応
を
検
討
し
、

誌
記
し
た
。

一
、
『
法
華
論
』

の
解
題
は
本
稿
に
先
立
つ
世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω(『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』

一
月
)
を
参
類
さ
れ
た
い
。
な
お
、
訳
注

ωは
間
「
紀
要
』
一

O
八
号
(
二

O
O
二
年
十
二
月
)
の
所
収
で
あ
る
。

一
O
五
号
、
一
一

O
O
一
年
十

3 

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
華
論
』
訳
設
問

「
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
L

科
段
分
け
(
替
轍
品
以
下
)

法
華
経
本
文
引
用

引
用
掲
文
解
釈

七
種
盛
山
一
同
総

七
穣
具
足
煩
悩
染
性
衆
生

七
種
増
上
慢
心

七
種
対
治

-4 

一
ニ
種
平
等

ニ
種
無
煩
悩
人
三
麓
染
慢

ニ
種
平
等
・
対
治

授
記
所
由

声
関
菩
寵
得
記
不
問

受
記
不
同

声
聞
得
記
不
得
記

乗

乗

十
無
上



無
上
の
義一
無
上

1
七
無
上

八
無
上

九
無
上
・
十
無
上

多
宝
如
来
塔

第
十
勝
妙
義
(
法
力
・
持
力
・
修
行
力
)

法
力
証
門
信
内
・
供
養
門
・
間
法
門

-5-

読
謂
持
説
門

持
力
修
行
力受
持
名
号

政
文

」
の
科
段
分
け
は
諸
注
釈
に
基
づ
き
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

法
華
経
本
文
民
用

【
テ
キ
ス
ト
}
(
匂
・
∞
P
ロ・
ω
∞)

【
書
き
下
し
文
】

Z2警明
舎日最町コ
利品己
弗第 F
所3三土ミ
説 ?

璽 5

同
管
職
品
第

尊
者
舎
利
弗
の
説
け
る
所
の
偶
に
一
一
口
口
く
。

金
色
三
十
一

十
力
諸
解
脱

金
色
、
コ
一
十
二
、
十
力
、
諸
の
解
脱
、

同
共
一
法
中

市
不
得
此
事

同
じ
く
共
に
一
法
の
中
に
し
て

市
し
て
此
の
事
を
得
ず
。

八
十
種
妙
好

十
八
不
共
法

八
十
種
の
妙
好
、
十
八
の
不
共
の
法
、

6 

如
是
等
功
徳

市
我
皆
巴
失

是
く
の
如
き
等
の
功
徳
、
而
も
我
、
皆
な
日
に
失
え
り
。

{
現
代
語
訳
〕

尊
者
舎
利
弗
の
説
い
た
詩
頒
に
こ
の
よ
う
に
言
う
。

金
色
〔
に
輝
く
身
体
〕
、
一
一
一
十
二
{
相
〕
、
十
力
、
多
く
の
解
脱
、

〔
こ
れ
ら
を
呉
え
る
仏
と
]
跨
じ
よ
う
に
と
も
に
一
つ
の
法
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
〔
私
は
〕
こ
れ
ら
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん。
八
十
種
の
す
ば
ら
し
い
相
と
、
仏
に
だ
け
具
わ
っ
て
い
る
十
八
の
す
ぐ
れ
た
特
質
、

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、
す
べ
て
私
に
は
も
う
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。



動
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
尊
者
」
の
一
訟
が
)
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
所
L

の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
一
一
日
」
の
字
を
欠
く
。

「
金
色
、
一
二
十
一
一
L

以
下
、
『
妙
法
議
ご
一
審
喰
品
中
の
文
と
間
一
。
(
司
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
十
頁
下
)
)
ま
た
、
対
応
す
る
焚
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

仏
4
忠
弘
同
甲
山
即
位

zr叩
出
口
出
ヨ
白

Y
可
申

σげ
門
担
叩
富
田
口
4
出
門
MVmW41山
門
唱
曲
円
一
門
町
田
え
庁
間
門
出

σ『
山
叩
仲
間
¥

ぴ
出
}
山
三

50}内出
M
m
n
E同
町
田
国
三
一
円
百
三

g
gぞ
巾
出
口
舎
出
吋
門
出
巾
叩
ロ
喜
久
白
血
白
山
門
吋
戸
口
合
間
ザ
¥
¥
印
¥
¥

山
口
ロ
ミ
出
回
門
出
口
出
苫
日
岳
山
山
H
H
H
C
ロ
宮
山
ヨ
白
山
町
民
匂
守
口
同
町
℃
門
出
〈
即
吋
間

4
M
m山

mgy¥

知
的

g丸
山
山
間
〈

2山
}
内
出
可
巾
円
即
応

F
R
E
M
U
門
司
門
町
山
℃
日

σ町
田
叩
仲
卸
田
町
出
〈
出
国
円
山
円
。
喝

mg日
¥
¥
昂
¥
¥
(
間
内

Zab-
お
い
と
ム
)

2 3 4 5 引
用
偶
文
解
釈

{
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・
∞
P
N
~
-
m
v
N品
)

(
勅
、
℃
・
口

σよ九九・口
!
N
N
)

釈
目
。
此
儲
示
現
何
義
。
尊
者
舎
利
弗
自
阿
賀
身
一
一
一
一
向
。

我
不
見
諸
仏
不
往
諸
仏
所
及
間
仏
説
法
。
不
供
養
恭

敬
諸
仏
。
無
利
益
衆
生
事
。
於
未
得
法
退
。
尊
者
舎

利
弗
作
如
是
等
時
責
自
身
。
不
見
仏
者
。
示
現
不
見

諸
仏
如
来
大
人
之
相
。
不
生
恭
敬
供
養
心
故
。
往
仏

所
者
。
一
示
現
教
化
衆
生
力
故
。
放
金
色
光
明
者
。
示

現
見
仏
自
身
異
身
獲

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

{
書
き
下
し
文
}

7-

釈
し
て
臼
く
、
批
の
協
は
伺
の
義
を
示
現
す
る
や
。
尊
者
舎
利
弗
、
自
ら
身

を
珂
寅
し

「
我
は
、
諸
仏
を
見
、
ず
、
諸
仏
の
所
に
往
か
ず
、
及
び
仏

の
説
法
を
聞
か
ず
、
諸
仏
を
供
養
恭
敬
せ
ず
。
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
な
く
、

未
だ
法
を
得
、
ざ
る
に
よ
り
て
退
き
ぬ
L

と。

尊
者
舎
利
弗
、
是
れ
等
の
如
く
自
身
、
そ
珂
寅
せ
る
こ
と
を
作
せ
り
。

仏
を
見
ず
と
は
、
諸
仏
如
来
の
大
人
の
棺
を
見
ざ
る
を
示
現
す
。
恭
敬
・
供

の
心
を
生
ぜ
ざ
る
が
故
な
り
。



世
親
『
法
禁
論
』
訳
注

ω

得
無
且
一
裏
諸
功
徳
故
。
聞
説
法
者
。
示
現
能
作
一
切
衆

M

U

 

生
之
利
益
故
。
力
者
。
示
現
衆
生
有
疑
依
十
種
力
断

四

川

出

彼
疑
故
。
供
養
者
。
一
本
現
能
教
化
衆
生
力
故
。
十
八

不
共
法
者
。
一
不
現
遠
離
諸
障
擬
故
。
恭
敬
者
。
一
部
現

出
生
無
且
一
烹
福
徳
。
依
如
来
教
得
解
説
故
。
以
入
無
我

お

品

却

及
法
無
我
。
一
切
語
法
悉
皆
平
等
。
是
故
尊
者
会
口
利

訂

四

弗
自
時
責
身
一
言
。
我
未
得
如
是
法
故
。
於
未
得
中
退

故【
現
代
語
訳
}

羽

仏
所
に
往
く
と
は
、
衆
生
を
教
化
す
る
力
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

っ
金
色
L

の
光
明
を
放
っ
と
は
、
仏
の
自
身
と
異
身
を
見
て
無
量
一
の
諸
の
功

徳
を
獲
得
せ
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

説
法
を
聞
く
と
は
、
能
く
一
切
衆
生
の
利
益
を
作
す
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

っ力
L

と
は
、
衆
生
に
疑
有
ら
ば
十
種
の
力
に
依
り
て
披
の
疑
を
断
ず
る
を
示

現
す
る
が
故
な
り
。

供
養
と
は
、
能
く
衆
生
を
教
化
す
る
力
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

「
十
八
不
共
法
」
と
は
、

の
揮
擬
を
遠
離
せ
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

8 

恭
敬
と
は
、
無
量
の
福
徳
を
出
生
し
、
如
来
の
教
え
に
よ
り
て
解
脱
を
得
る

こ
と
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
人
無
我
及
び
法
無
我
を
以
て
、
一
切
諸
法
は

悉
く
皆
な
平
等
な
り
。
開
廷
の
故
に
尊
者
舎
利
弗
は
自
ら
身
を
時
費
し
て
言
く
、

「
我
は
未
だ
是
く
の
如
き
の
法
を
得
、
ざ
る
が
故
に
、
未
だ
得
ざ
る
に
よ
り
て
中

ご
ろ
退
く
が
故
な
り
L

と。

注
釈
し
て
い
う
。
こ
の
詩
煩
は
い
か
な
る
意
義
を
示
し
て
い
る
の
か
。
導
者
本
一
口
和
弗
は
自
身
を
時
増
一
貝
し
て
「
私
は
、
仏
た
ち
を
見
る
こ

と
な
く
、
仏
た
ち
の
所
に
往
く
こ
と
な
く
、
仏
の
説
法
そ
開
く
こ
と
な
く
、
仏
た
ち
を
供
養
し
恭
敬
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
{
そ
の
た
め

衆
生
た
ち
を
利
益
す
る
こ
と
が
な
く
、
〔
私
が
〕
未
だ
法
を
得
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
中
途
で
〔
仏
と
な
る
こ
と
か
ら
〕
退
い
て
し
ま
っ



た
」

っ
て
い
る
。
尊
者
舎
利
弗
は
こ
の
よ
う
に
自
身
を
時
責
し
た
の
で
あ
る
。

仏
を
見
る
こ
と
な
く
と
い
う
の
は
、
諸
の
仏
・
如
来
の
偉
大
な
人
の
容
貌
を
見
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
恭
敬
・

供
養
の
心
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

仏
の
所
に
往
く
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
を
教
化
す
る
力
を
示
現
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
従
っ
て
舎
利
弗
は
仏
の
所
に
往
っ
て
い
な

い
の
で
衆
生
を
教
化
す
る
力
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
〕

(
仏
が
〕
「
金
色
L

の
光
明
を
放
っ
と
は
、
[
そ
れ
を
見
る
者
が
〕
、
仏
の
本
来
の
身
体
と
化
身
と
を
見
て
、
量
り
し
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

功
徳
を
獲
得
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
[
従
っ
て
舎
利
弗
は
仏
が
金
患
の
光
明
を
放
つ
の
を
見
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う

な
功
徳
を
獲
得
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
J

説
法
を
聞
く
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
(
従
っ
て
舎
利
弗
は
説
法
を
聞
い

て
い
な
い
の
で
、

す
べ
て
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
〕

9 

一一1

力
L

と
い
う
の
は
、
衆
生
に
疑
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
十
種
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
疑
い
を
断
ち
切
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
(
従
っ
て
舎
利
弗
は
十
力
を
得
て
い
な
い
の
で
衆
生
の
疑
い
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
〕

供
養
と
い
う
の
は
、
よ
く
衆
生
を
教
化
す
る
力
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
従
っ
て
諸
仏
を
供
養
し
な
か
っ
た
舎
利
弗
は
、
諾
仏
が

衆
生
そ
教
化
す
る
カ
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
J

「
仏
に
だ
け
具
わ
っ
て
い
る
十
八
の
す
ぐ
れ
た
特
性
」
と
い
う
の
は
、
〔
仏
が
〕
諸
々
の
障
時
、
宇
佐
遠
離
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
〔
従
っ
て
舎
利
弗
は
仏
を
供
養
し
な
い
の
で
こ
の
十
八
不
共
法
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
〕

恭
敬
と
い
う
の
は
、
量
り
し
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
福
徳
を
生
み
出
し
て
、
如
来
の
教
え
に
よ
っ
て
解
脱
を
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
よ
山
#
革
論
』
訳
注
ゆ

ら
で
あ
る
。
〔
従
っ
て
舎
利
弗
は
仏
を
恭
敬
し
な
い
の
で
解
脱
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
〕

人
に
は
ア
!
ト
マ
ン
の
よ
う
な
実
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

一
切
の
存
在
に
は
実
体
が
な
く
、
す
べ
て
鰻
起
生
で
あ
り
、

一
切
万
物
は

悉
く
皆
な
平
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
尊
者
舎
利
弗
は
自
身
を
珂
寅
し

の
で
あ
る
o

「
私
は
こ
の
よ
う
な
法
を
未
だ
得
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
で

中
途
で

[
仏
と
な
る
こ
と
か
ら
〕
退
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
。

6 

紡
那
摩
援
訳
に
は
、
「
釈
臼
L

の
認
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
導
者
L

の
誌
を
欠
く
。

勤
那
燦
提
訳
に
は
、
「
雪
口
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
及
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
仏
説
」
の
諾
を
欠
く
。

勤
那
臓
障
提
訳
に
は
、
「
於
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
送
」
の
後
に
「
故
」
の
字
を
加
え
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
尊
者
」
の
一
諮
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
作
如
是
等
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
奨
訳
に
は
、
「
仏
」
の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
一
示
現
L

の
語
を
欠
く
。

勤
那
療
援
訳
に
は
、
「
之
L

の
{
予
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
不
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
仏
所
L

の
器
開
を
欠
く
。

10 
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八
一
四
頁
中
)
と
注
釈
し
て
い



世
綴
『
法
華
論
』
訳
注

ω

41 

マ
hv土
口
蔵
は
「
ザ
夜
間
併
説
法
知
紳
阿
部
庇
作
利
益
之
官
学
。
便
一
小
取
小
泉
也
。
今
不
関
法
便
不
知
此
一
事
。
故
取
小
泉
也
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、

釈
し
て
い
る
。

土
口
蔵
は
「
以
供
養
仏
知
一
部
混
教
化
衆
生
カ
故
。
今
遂
不
供
養
即
不
知
此
事
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
間
頁
下
)
と
校
釈
し
て
い
る
。

土
口
蔵
は
「
以
仏
有
十
八
不
共
法
無
諸
過
失
故
可
供
養
L

(

『
大
正
蔵
恥
第
四
十
巻
、
八
一
泊
官
以
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

士
口
蔵
は
「
以
恭
敬
仏
故
得
無
量
…
街
及
得
解
脱
。
以
不
敬
仏
使
失
此
制
約
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
一
山
真
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

八
一
四
頁
中
)
と
注

44 43 42 七
種
誓
轍

〔
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
∞
M
Y
ロ
-Nω

邑
)

【
書
き
下
し
文
}

12 

(
勤
、
℃
-
H
3
L
~
N
N
i
N岱
)

自
此
以
下
。
次
為
七
種
具
足
煩
悩
染
性
衆
生
。
説
七

種
戦
。
対
治
七
種
増
上
慢
心
。
此
義
応
知
。
又
帰
後
次

為
三
種
染
埋
無
煩
悩
人
一
一
一
昧
解
脱
身
等
染
掛
目
。
対
治

批
故
説
一
一
…
種
平
等
。
此
義
応
知
。
(
身
下
丹
本
有
見
字
)

此
れ
よ
り
以
下
、
次
に
七
種
に
煩
悩
の
染
性
を
具
足
せ
る
衆
生
の
為
に
七
種

七
種
の
増
上
慢
心
を
対
治
す
。
此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。

又
復
た
次
に
三
種
の
染
彊
・
無
煩
悩
の
人
の
一
ニ
昧
・
解
説
・
身
等
の
染
慢
の

の
磁
を
説
き
て
、

為
に
、
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
三
種
の
平
等
を
説
く
。
此
の
義
応
に
知
る

ベ
し
。

{
現
代
語
訳
】

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
つ
法
華
経
』
は
〕
次
に
、
煩
悩
の
汚
れ
を
と
も
な
っ
た
七
種
類
の
衆
生
の
た
め
に
七
種
類
の
警
輸
な
説
い
て
、

七

種
懇
の
思
い
上
が
っ
た
心
を
対
治
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



ま
た
次
に
、
(
経
は
、
小
乗
と
し
て
は
〕
煩
協
は
な
い
が

[
大
乗
と
し
て
は
未
だ
煩
悩
の
〕
汚
れ
と
思
い
上
が
り
の
あ
る
一
ニ
種
の
入
の
、

一
一
一
味
や
解
脱
や
身
体
等
に
つ
い
て
の
汚
れ
と
思
い
上
が
り
を
対
治
す
る
た
め
に
、
一
ニ
穣
類
の
平
等
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
知
る
べ

き
で
あ
る
。

2 

勅
那
燦
提
訳
に
は
、
「
以
」
の
か
わ
り
に
「
巳
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
次
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
染
性
L

の
諮
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
心
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
擬
訳
に
は
、
「
此
義
」
の
認
を
欠
く
。

勃
那
摩
摂
訳
に
は
、
「
復
次
為
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
摂
訳
に
は
、
「
慢
L

の
ん
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
身
L

の
か
わ
り
に
「
見
」
と
あ
る
。

勅
那
摩
費
訳
に
は
、
「
種
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
此
義
L

の
諾
を
欠
く
。

士
口
蔵
は
「
断
小
乗
中
諸
煩
悩
尽
。
故
名
無
煩
儲
人
。
苅
刊
日
重
大
乗
猶
有
煩
悩
。
為
大
乗
煩
悩
一
所
染
。
故
称
為
染
。
来
得
苦
支
自
菅
寛
。
以
此
自
官
同
称
之
為
慢
L

(
『
大
正
蔵
』
第
四
」
i
巻
、
八
一
五
翼
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

13 

3 4 5 6 7 8 11 10 9 七
種
具
足
燐
悩
染
性
衆
生

〔
テ
キ
ス
ト
】
(
ヲ
∞
グ
ロ
・
H

A

H

)

【
書
き
下
し
文
}

(
勤
、
日
)
】
手
ニ

~ζ
。
出
)

北
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文
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投
親
『
法
華
論
ど
訳
注
印

何
者
七
種
具
足
煩
悩
染
性
衆
生
。

一
一
者
求
声
聞
解
脱
人
。
一
一
一
者
大
乗
人
。
四
者
有
定
人
。

一
者
求
勢
力
人
。

五
者
無
定
人
。
ム
ハ
者
集
功
徳
人
。
七
者
不
集
功
徳
人
。

{
現
代
語
訳
}

何
者
か
七
種
の
煩
悩
染
性
具
足
の
衆
生
な
る
。

一
に
は
勢
力
を
求
む
る
の
入
、

一
に
は
声
聞
の
解
脱
を
求
む
る
の
人
、
互
に

は
大
乗
の
人
、

四
に
は
定
あ
る
の
人
、

五
に
は
定
な
き
の
人
、
六
に
は
功
徳

を
集
む
る
の
人
、

七
に
は
功
徳
を
集
め
ざ
る
の
人
な
り
。

一
に
は
勢
力
を
求
め
る
人
で
あ
る
。

煩
悩
の
汚
れ
と
い
う
性
質
を
と
も
な
っ
た
七
種
の
衆
生
と
は
い
か
な
る
者
か
。

こ
に
は
声
聞
の
解
説
を
求
め
る
人
で
あ
る
。

一
一
に
は
大
乗
の
人
で
あ
る
。

四
に
は
禅
定
を
修
め
て
い
る
人
で
あ
る
。

五
に
は
禅
{
廷
を
修
め
て
い
な
い
人
で
あ
る
。

六
に
は
功
徳
を
積
む
人
で
あ
る
。

七
に
は
功
徳
を
積
ま
な
い
人
で
あ
る
。

13 12 

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
染
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
後
に
「
求
」
と
あ
る
。

-14-



七
種
増
上
慢
心

一
ア
キ
ス
ト
}
(
℃
・
∞
グ
ロ
・
ω
i
N
∞)

f可広
等制

七℃
種 H
増己子
上:-
慢~
Jし、℃

‘、3
云 fコ
何三
七~
種
警
日食
対
治14

{
現
代
一
語
訳
〕

【
書
き
下
し
文
】

何
等
か
七
種
の
増
上
埋
心
な
る
。
如
何
が
七
種
の
凶
器
酉
喰
も
て
対
治
す
る
や
。

七
種
の
思
い
上
が
り
の
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
七
種
の
即
位
酉
一
輸
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
対
治
す
る
の
か
。

14 

駒
郡
摩
提
訳
で
は
「
何
等
七
種
増
上
慢
心
。
一
五
何
七
種
世
首
輪
対
治
」
を
「
七
種
増
上
慢
者
」
と
す
る
。

一
ア
キ
ス
ト
】

(
U
・
∞
ぴ
己
い
∞
∞
)

(
勤
、
℃
-H
手
入
-
N

ゆる
-
H
F
L
・
5)

一
者
顛
倒
求
諸
功
穂
増
上
慢
心
。
謂
世
間
中
諸
煩
悩

山

幻

幻

染
蟻
然
増
上
。
而
求
天
人
勝
妙
境
界
有
漏
巣
報
。
対

治
此
故
為
説
火
宅
慶
一
一
問
機
応
知
。

制

お

初

計

刊

日

二
者
戸
簡
一
向
決
定
増
上
哩
心
。
自
一
一
一
一
口
我
乗
与
如
来

目

別

出

乗
等
無
差
別
。
如
是
倒
取
。
対
治
此
故
為
説
窮
子
壁
一
一
向

北
大
文
学
研
究
科
紀
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雪
国
一
き
下
し
文
】

間

一
に
は
顛
倒
し
て
諸
の
功
徳
を
求
む
る
増
上
慢
心
な
り
。
謂
く
、
世
間
の
中

に
お
い
て
諾
の
煩
悩
染
の
、
織
燃
に
増
上
し
て
、
市
も
天
人
の
勝
妙
な
る
境

界
の
有
漏
の
果
報
を
求
む
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
為
に
火
宅
の
警
喰
を

説
く
こ
と
、
応
に
知
る
べ
し
。

一
に
は
声
開
の

向
に
決
定
せ
る
の
増
上
慢
心
な
り
。
自
ら
我
が
乗
と
如
来



世
相
制
吋
法
議
論
』
訳
注
ゆ

仏
側
応
知
o

n

お

羽

詰

三
者
大
一
来
一
向
決
定
増
上
捜
心
。
起
如
是
意
無
別
声

却

幻

持

間
辞
支
仏
乗
。
如
是
倒
取
。
対
治
此
故
為
説
雲
南
誓

輪
応
知
。

四
者
実
無
謂
有
増
上
慢
心
。
以
有
世
間
三
昧
一
ニ
摩
按

提
。
実
無
浬
繋
生
涯
繋
想
。
如
是
倒
取
。
対
治
批
故

為
説
化
城
警
喰
応
知
。

五
者
散
乱
増
上
慢
心
。
実
無
有
定
。
過
去
雄
有
大
乗

善
根
市
不
覚
知
。
不
覚
知
故
不
求
大
乗
。
狭
劣
心
中

同

日

生
虚
妄
解
。
謂
第
一
乗
。
如
是
倒
取
。
対
治
此
故
為

説
繋
宝
珠
響
機
応
知
。

日

出

回

目

六
者
実
有
功
徳
増
上
慢
心
。
聞
大
一
乗
法
取
非
大
乗
。

日

目

印

如
是
倒
取
。
対
治
此
故
為
説
輪
王
解
自
警
中
明
珠
与

之
警
轍
応
知
。

印

自

由

七
者
実
無
功
徳
増
上
慢
心
。
於
第
一
乗
不
前
田
修
集
諸

日

創

出

善
根
。
本
間
第
一
一
衆
心
中
不
取
以
為
第
一
。
如
是
倒

同

肝

取
。
対
治
批
故
為
説
一
迩
師
問
中
日
山
喰
応
知
。

の
乗
は
等
し
く
差
別
な
し
と
一
言
う
。
是
く
の
如
く
倒
じ
て
取
る
。
此
れ
を
対

治
す
る
が
故
に
為
に
窮
子
の
零
時
を
説
く
こ
と
、
応
に
知
る
べ
し
。

一
一
一
に
は
大
乗
の
一
向
に
決
定
せ
る
の
増
上
慢
心
な
り
。
是
く
の
如
き
意
を
起

と
。
是
く
の
知
く
倒
じ
て
取
る
。

此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
為
に
雲
南
の
警
織
を
説
く
こ
と
、
応
に
知
る
べ
し
。

こ
す
、
戸
間
・
酔
支
仏
の
乗
と
別
な
し
、

四
に
は
実
に
無
き
を
有
り
と
謂
う
の
増
上
理
心
な
り
。
世
間
の
三
昧
と
一
ニ
摩

蹴
提
有
る
を
以
て
、
実
に
は
浬
繋
無
き
に
浬
繋
の
想
を
生
ず
。
是
く
の
如
く

偶
じ
て
取
る
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
為
に
化
域
の
警
鳴
を
説
く
こ
と
、

16 

応
に
知
る
べ
し
。

五
に
は
散
乱
の
増
上
彊
心
な
り
。
実
に
定
有
る
こ
と
無
く
、
過
去
に
大
乗
の

益
口
根
有
り
と
離
も
市
も
覚
知
せ
ず
。
覚
知
せ
ざ
る
が
故
に
大
乗
を
求
め
、
ず
、

狭
劣
の
心
の
中
に
虚
妄
の
解
を
生
ず
。
謂
く
、
第
一
乗
な
り
、
と
。
是
く
の

如
く
倒
じ
て
取
る
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
為
に
繋
宝
珠
の
機
雷
鳴
を
説
く

こ
と
、
応
に
知
る
べ
し
。

六
に
は
実
に
功
領
有
る
の
増
上
慢
心
な
り
。
大
乗
の
法
を
聞
き
て
大
乗
に
あ

ら
ざ
る
を
取
る
。
是
く
の
如
く
倒
じ
て
取
る
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、

為
に
輪
王
の
自
ら
の
害
一
中
の
明
珠
を
解
い
て
与
う
る
の
警
輸
を
説
く
こ
と
、



応
に
知
る
べ
し
。

七
に
は
実
に
は
功
徳
無
き
増
上
慢
心
な
り
。
第
一
の
一
乗
に
お
い
て
曽
て
諸
の

議
問
根
、
宇
佐
修
集
せ
ず
、
本
よ
り
第
一
の
乗
を
聞
け
ど
も
心
中
に
取
り
て
以
て
第

一
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
是
く
の
如
く
倒
じ
て
取
る
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故

に
為
に
医
師
の
警
織
を
説
く
こ
と
、
応
に
知
る
べ
し
。

〔
現
代
語
訳
】

一
に
は
倒
錯
し
て
多
く
の
功
徳
を
求
め
る
よ
う
な
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
間
に
お
け
る
多
く
の
煩
悩
が
し
き
り
に

起
き
る
中
に
あ
り
な
が
ら
、

天
人
の
す
ぐ
れ
た
境
界
で
の
有
漏
の
果
報
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
[
経
は
〕
火
宅

二
に
は
ひ
た
す
ら
声
聞
と
い
う
あ
り
方
が
定
ま
っ
た
も
の
た
ち
の
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
〔
後
ら
は
]
自
分
の
乗
り
物
と
如
来
の
乗

17 

の
壁
一
一
同
輪
、
そ
説
く
の
で
あ
る
。
勺
」
の
こ
と
を
]
知
る
べ
き
で
あ
る
。

り
物
は
等
し
く
違
い
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
自
ら
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
倒
錯
し
て
執
著
す
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
〔
経

は
〕
窮
子
の
壁
一
呂
織
を
説
く
の
で
あ
る
。
?
」
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
に
は
ひ
た
す
ら
大
乗
と
い
う
あ
り
方
が
定
ま
っ
た
も
の
た
ち
の
患
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
(
彼
ら
は
〕
次
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
。

す
な
わ
ち
、
(
我
々
の
乗
り
物
と
〕
声
聞
や
府
支
仏
の
乗
り
物
と
は
違
い
の
な
い
も
の
で
あ
る
、

と
。
こ
の
よ
う
に
倒
錯
し
て
執
着
す
る
。

こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
(
経
は
〕
雲
雨
の
血
管
織
を
説
く
の
で
あ
る
。
?
」
の
こ
と
を
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
。

四
に
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
の
に
存
在
す
る
と
言
う
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
世
間
的
な
一
ニ
昧
と
等
至
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

涯
繋
を
得
て
い
な
い
の
に
浬
繋
を
得
た
と
い
う
想
い
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
倒
錯
し
て
執
着
す
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た

北
大
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司
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華
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』
訳
注

ω

め
に
〔
経
は
〕
化
域
の
血
管
輸
を
説
く
の
で
あ
る
。
[
こ
の
こ
と
を
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
。

五
に
は
散
乱
し
た
心
に
よ
る
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
精
神
集
中
が
な
く
、
過
去
に
大
乗
の
善
根
を
得
て
い
た
の
に

(
そ
れ
を
〕
覚

知
し
な
い
。
覚
知
し
な
い
か
ら
大
乗
を
求
め
な
い
の
で
あ
る
。
狭
く
劣
っ
た
心
の
中
で
虚
妄
の
理
解
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

T
」
れ
が
〕

一
の
乗
り
物
で
あ
る
、

と
。
こ
の
よ
う
に
倒
錯
し
て
執
着
す
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
〔
経
は
〕
繋
宝
珠
の
警
織
を
説

く
の
で
あ
る
o

T
」
の
こ
と
を
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
。

六
に
は
実
際
に
功
認
を
積
ん
だ
者
の
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
大
乗
の
教
え
を
開
い
て
大
乗
で
は
な
い
も
の
を
取
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
倒
錯
し
て
執
着
す
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
[
経
は
]
、
転
輪
王
が
自
ら

の
輝
く
宝
珠
を
解
い
て
与
え
る
血
管
輸
を
説
く

の
で
あ
る
。
[
こ
の
こ
と
を
〕
知
る
べ
き
で
あ
る
。

七
に
は
実
諜
に
は
功
徳
を
積
ん
で
い
な
い
者
の
思
い
上
が
り
の
心
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
第
一
の
乗
り
物
を
修
行
し
て
、
多
く
の
善
根
の

-18 

根
本
を
修
め
集
め
た
こ
と
が
な
い
。
〔
そ
れ
故
〕
第
一
の
乗
り
物
の
こ
と
を
開
い
て
も
、
心
に
と
ど
め
て
第
一
の
も
の
と
し
な
い
。
こ
の
よ

う
に
倒
錯
し
て
執
着
す
る
。
こ
れ
そ
対
治
す
る
た
め
に
[
経
は
〕
、
医
師
の
控
訴
同
議
を
説
く
の
で
あ
る
。

T
」
の
こ
と

知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

19 18 17 16 15 

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
一
者
L

の
一
諮
を
欠
く
。

勃
那
療
援
訳
に
は
、
「
心
」
の
ん
予
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諮
」
の
か
わ
り
に
「
以
L

と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
中
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
染
」
の
字
を
欠
く
。
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勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
増
上
」
の
認
聞
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
勝
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
界
有
、
抑
制
し
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
為
」
の
字
を
欠
く
。

恥
相
那
摩
提
訳
に
は
、
「
二
者
」
の
認
を
欠
く
。

駒
郡
摩
提
訳
で
は
「
関
L

の
あ
と
に
「
人
」
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
決
定
L

の
語
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
心
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
自
宮
口
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
等
」
の
ん
子
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
「
日
疋
」
の
後
に
「
顛
し
の
ん
予
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
為
」
の
字
を
欠
く
。

駒
郡
摩
提
訳
に
は
、
「
一
一
…
者
L

の
語
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
決
定
」
の
諮
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
心
」
の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
起
如
自
足
立
思
L

の
語
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
如
是
」
の
か
わ
り
に
「
割
問
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
に
は
、
長
官
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
問
者
」
の
諾
を
欠
く
。

勅
那
摩
擬
訳
に
は
、
「
晴
樹
L

の
か
わ
り
に
よ
伺
」
と
あ
る
。

紡
那
麻
原
捻
訳
に
は
、
「
心
L

の
か
わ
り
に
「
人
」
と
あ
る
。
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勃
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
奨
I
L

の
あ
と
に
「
苅
」
の
字
が
あ
る
。

勤
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
如
閏
疋
倒
取
L

を
欠
く
。

勤
那
摩
擬
訳
に
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
五
者
L

の
語
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
増
上
慢
」
の
認
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
媛
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
不
覚
知
故
L

の
か
わ
り
に
「
彼
」
と
あ
る
。

勃
那
臨
時
提
訳
に
は
、
「
乗
」
の
あ
と
に
「
於
L

の
字
が
あ
る
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
謂
」
の
か
わ
り
に
「
以
為
L

と
あ
る
。

勅
那
懸
提
訳
に
は
、
「
如
日
定
例
間
取
」
を
欠
く
。

勅
那
臓
障
提
訳
に
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
六
者
笑
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
増
上
慢
心
」
の
か
わ
り
に
「
人
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
聞
」
の
か
わ
り
に
「
説
」
と
あ
る
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
法
L

の
後
に
「
間
」
の
ん
子
が
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
輪
L

の中
T

を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
白
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
七
者
実
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
増
上
慢
心
」
の
か
わ
り
に
「
人
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
擬
訳
に
は
、
「
柏
田
修
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
本
間
」
の
か
わ
り
に
「
説
L

と
あ
る
。

20 
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勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
心
中
」
の
諾
を
欠
く
。

紡
那
腕
停
提
訳
に
は
、
「
以
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
療
援
訳
に
は
、
「
如
固
定
例
間
取
」
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
為
」
の
学
を
欠
く
。

古
口
裁
は
「
三
界
貿
是
苦
境
。
市
求
常
祭
。
故
名
顛
倒
」
(
『
大
正
蔵
h

第
四
十
巻
、
八
一
五
真
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

火
宅
の
母
国
除
。
『
法
華
経
』
誉
総
品
で
鋭
か
れ
る
問
中
高
喰
で
、
衆
生
が
こ
の
放
で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
、
焼
け
つ
つ
あ
る
家
の
中
に
い
る
こ
と
に
喰
え
た
も
の
。

窮
子
の
響
機
。
『
法
華
経
』
信
解
口
叫
で
説
か
れ
る
同
町
一
一
向
喰
。
幼
時
に
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
長
者
の
怠
子
が
、
成
長
し
密
窮
し
た
持
、
長
者
は
た
ま
た
ま
怠
子
を

見
つ
け
、
自
分
の
邸
宅
に
連
れ
て
来
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
息
子
は
恐
れ
て
逃
げ
去
っ
た
。
そ
こ
で
長
老
は
士
山
意
下
劣
に
な
っ
て
い
る
出
息
子
の
た
め
に
策
を

め
ぐ
ら
し
、
彼
を
一
薦
人
と
し
、
次
第
に
上
げ
附
用
い
て
、
つ
い
に
自
分
の
笑
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
一
切
の
叫
別
立
肢
を
与
え
た
。
長
者
を
仏
に
、
こ
の
怠
子

を
二
乗
の
人
に
喰
え
、
財
波
を
大
乗
の
教
え
に
喰
え
て
い
る
。

一
室
雨
の
響
曲
明
。
吋
法
華
経
』
薬
草
喰
口
問
に
説
か
れ
る
壁
掛
明
で
、
普
通
、
薬
草
喰
と
一
言
わ
れ
る
。
隠
一
味
の
慈
雨
に
よ
っ
て
小
薬
草
・
中
薬
箪
・
よ
薬
草
・
小
樹
・

大
樹
が
そ
れ
ぞ
れ
成
長
す
る
こ
と
を
、
修
行
者
の
伐
の
あ
り
方
に
あ
て
は
め
て
説
い
た
も
の
。

三
摩
抜
提
出
血

5
8え
な
の
点
目
写
語
。
「
坐
寸
志
」
と
意
訳
。
身
心
が
平
等
で
安
ら
か
な
状
態
に
な
る
際
怒
。

化
城
の
讐
喰
。
『
法
華
経
』
化
域
機
口
聞
に
説
か
れ
る
警
検
。
五
百
由
勾
の
悪
道
を
目
的
地
に
お
も
む
く
宝
探
し
の
隊
商
の
指
導
者
が
、
疲
れ
て
引
き
返
そ
う
と

す
る
隊
員
た
ち
に
対
し
て
、
三
百
由
勾
の
途
中
に
幻
の
城
を
化
作
し
、
そ
こ
で
休
ま
せ
て
疲
れ
を
い
や
し
、
つ
い
に
そ
の
後
、
真
の
目
的
地
へ
向
か
っ
て
行

く
と
い
う
喰
え
。
二
乗
の
さ
と
り
は
、
大
乗
の
『
法
華
経
』
の
さ
と
り
に
変
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
比
織
的
に
言
い
表
し
た
も
の
。

古
口
蔵
は
「
如
是
倒
取
者
。
乗
非
第
一
。
謂
局
第
一
。
故
名
倒
取
。
又
時
員
十
符
大
乗
而
不
求
大
乗
。
嘩
員
無
小
乗
而
求
小
乗
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
六
頁

上
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

繋
宝
珠
の
響
曲
明
。
『
法
枯
葉
経
』
五
百
弟
子
受
記
口
聞
に
説
か
れ
る
警
職
。
毅
友
の
家
で
酔
い
つ
ぶ
れ
た
男
の
着
衣
の
裳
に
、
こ
の
親
友
が
宋
珠
を
絡
ん
で
お
い
て

く
れ
た
の
に
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
貧
窮
す
る
闘
力
の
話
で
あ
る
。
男
は
戸
間
・
縁
覚
の
二
乗
に
、
親
友
は
釈
尊
に
、
宝
珠
は
一
仏
乗
に
喰
え
ら
れ
る
。

土
口
蔵
は
「
此
人
本
開
閉
7

大
乗
。
但
作
有
所
得
筆
。
故
聞
説
大
乗
送
大
取
小
果
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
六
官
民
中
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

輪
王
が
自
ら
の
回
垣
間
中
の
明
珠
を
解
い
て
与
う
る
の
響
機
。
『
法
務
経
h

安
楽
行
悶
悶
に
説
か
れ
る
響
織
で
、
叶
法
薬
経
』
を
転
輪
翠
去
の
回
誕
百
の
中
の
宝
珠
に
喰
え

21 
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世
毅
『
法
華
論
』
訳
注
同

78 

る。医
師
の
壁
面
輪
。
『
法
薬
綬
』
寿
且
黒
口
聞
に
鋭
か
れ
る
壁
一
一
同
織
で
、
議
を
飲
ん
で
苦
し
む
子
に
薬
を
飲
ま
せ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
、
自
分
は
死
ん
だ
と
告
げ
さ
せ
、

悲
し
み
の
あ
ま
り
正
気
に
か
え
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
薬
を
飲
ん
で
助
か
る
と
い
う
喰
え
話
。
仏
の
入
滅
を
父
で
あ
る
医
師
の
死
に
磁
え
て
い
る
。

七
種
対
治

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
・
∞
σL-Nゆ
1

℃
-
r
L・5
)

(
勤
、
℃

-HFL・5
1℃
・
混
と
・

5)

一
入
者
。
一
示
世
鰐
中
種
種
善
根
一
一
一
味
功
徳
方
使
令

然
後
令
入
大
混
繋
故
。

第
二
人
者
。
以
一
一
一
為
一
令
入
大
乗
故
。

一
入
者
。
令
知
種
種
乗
。
諸
仏
如
来
平
等
説
法
。

槌
諸
衆
生
善
根
種
子
市
生
芽
故
。

第
四
人
者
。
方
便
令
入
浬
繋
城
故
。
浬
繋
城
者
。
所

前謂
諸
禅
一
ニ
昧
域
故
。
過
彼
域
己
。
然
後
令
入
大
浬
繋

城
故
。

第
五
入
者
。
示
其
過
去
所
有
善
根
。
令
憶
念
己
。
然

加

悦

後
教
令
入
三
昧
故
。

第
六
入
者
。
説
大
乗
法
。
以
此
法
門
間
十
地
行
満
。

【
書
き
下
し
文
】

第
一
の
人
は
、
世
間
中
の
種
種
の
善
根
と
三
昧
の
功
徳
を
示
し
て
、
方
便
も

て
喜
ば
し
め
、
然
る
後
に
大
浬
繋
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。

22 

第
ニ
の
人
は
、
一
ニ
を
以
て
一
と
為
し
、
大
乗
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。

一
の
人
は
、
種
種
の
乗
を
知
ら
し
む
。
諸
仏
・
如
来
は
平
等
に
説
法
し
た

の
衆
生
の
善
根
の
麓
子
に
障
い
て
芽
を
生
ず
る
が
故
な
り
。

ホ
U
〉
叶
ノ
、
抗

U

、

第
四
の
人
は
、
方
使
も
て
浬
繋
の
域
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。
浬
繋
の
域

と
は
、
謂
う
所
は
諸
の
禅
・
一
一
一
味
の
城
な
る
が
故
な
り
。
彼
の
城
を
過
ぎ
日

り
て
、
然
る
後
に
大
理
繋
の
域
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。

第
五
の
人
は
、
其
の
過
去
の
所
有
の
善
根
を
示
し
て
髄
念
せ
し
め
巳
り
て
、

然
る
後
に
一
一
一
味
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。

第
六
の
人
は
、
大
乗
の
法
を
説
き
、
此
の
法
門
は
十
地
の
行
の
満
つ
る
に
開



第
七
人
者
。
根
米
淳
熟
為
令
熟
故
。
如
回
附
一
都
現
摺
附
浬

川

町

町

ず
る
を
以
て
、
諸
仏
・
如
来
は
密
か
に
授
一
記
そ
与
え
る
が
故
な
り
。

第
七
の
人
は
、
根
の
土
木
だ
淳
熟
せ
ざ
れ
ば
、
熟
せ
し
め
ん
が
為
の
故
に
、

く
の
如
く
浬
繋
の
量
を
得
る
そ
一
京
現
れ
。
是
の
義
の
為
の
故
に
如
来
は
七
種

諸
仏
如
来
密
与
授
記
故
。

繋
量
。
為
是
義
故
。
如
来
説
七
種
響
輪
。

の
警
仏
怖
を
説
き
た
ま
う
。

{
現
代
語
訳
}

第
一
の
人
(
求
勢
力
人
)

の
た
め
に
、
世
間
的
な
種
々
の
善
根
と
三
昧
の
功
穂
を
示
し
て
、
方
便
に
よ
っ
て

〔
彼
を
〕

せ
、
そ
の

後
に
大
い
な
る
浬
繋
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
人
(
求
声
聞
解
脱
人
)

の
た
め
に
、
三
つ
の

(
乗
り
物
〕
を
一
つ
の

(
乗
り
物
〕

と
な
し
て

〔
彼
を
〕
大
乗
に
入
ら
せ
る
か
ら

第
一
一
一
の
人
(
大
乗
人
)

の
た
め
に
は
、
麓
々
の
乗
り
物
の
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
諸
々
の
仏
・
如
来
は
平
等
に
説
法
さ
れ
る

23 

で
あ
る
。

が
、
諸
々
の
衆
生
の
善
根
の
種
子
に
従
っ
て
芽
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
の
人
(
有
定
人
)

の
た
め
に
、
方
便
に
よ
っ
て
浬
般
市
の
域
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
浬
繋
の
城
と
は
す
な
わ
ち
、
諾
々
の
禅
定

と
三
昧
の
城
で
あ
る
。
そ
の
域
を
過
ぎ
て
か
ら
、

そ
の
後
で
大
浬
繋
の
域
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
の
人
(
無
定
人
)

の
た
め
に
、

そ
の
人
が
過
去
に
得
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
善
根
を
示
し
て

〔
そ
れ
を
]
思
い
出
さ
せ
て
、

そ
の
後
で

(
そ
れ
を
〕
教
え
て
一
一
一
昧
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
六
の
人
(
集
功
徳
人
)

の
た
め
に
、
大
乗
の
教
え
を
説
い
て
、
こ
の
法
門
(
可
法
華
経
』
)
が

の
〕
十
の
修
行
の
段
階
を
満
た

し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
仏
・
如
来
は
密
か
に
授
記
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
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紀
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世
親
司
法
華
論
』
訳
法
印

第
七
の
人
(
不
集
功
徳
人
)

の
た
め
に
、
未
だ
機
根
が
熟
し
て
い
な
い
の
で

〔
機
根
を
〕
熟
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
漫
繋
の
量
を

一
京
す
の
で
あ
る
。
以
上
の
意
義
の
た
め
に
、
如
来
は
七
種
の
警
喰
を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 

勅
那
摩
挺
訳
に
は
、
「
一
不
」
の
か
わ
り
に
「
以
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
中
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
中
立
問
」
の
か
わ
り
に
「
戯
」
と
あ
る
。

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
大
L

の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
に
は
、
「
諸
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
療
援
訳
に
は
、
「
市
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
態
提
訳
に
は
、
「
所
認
し
の
諮
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
然
後
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
主
(
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
所
有
」
の
誇
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
巴
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
然
後
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
令
L

の
字
を
欠
く
。
な
お
「
教
L

も
「

A
F
と
同
じ
使
役
の
助
字
。

勤
那
燦
提
訳
に
は
、
「
如
回
疋
L

の
諾
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
得
L

の
川
予
を
欠
く
。

古
口
蔵
は
「
令
其
憶
念
品
開
国
委
譲
口
調
挺
心
。
己
然
後
令
得
一
一
…
昧
常
憶
菩
提
心
不
t
b
也
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
七
頁
上
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

吉
蔵
は
「
説
大
乗
法
者
。
即
是
賜
投
(
頂
髪
明
珠
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
七
真
上
)
と
注
釈
す
る
。

北
口
蔵
は
「
以
此
法
門
悶
十
地
行
務
者
。
此
法
門
郎
回
定
一
乗
法
門
。
一
乗
法
門
明
十
地
行
究
，
党
闘
滅
。
故
得
成
品
開
。
向
。
此
稼
何
義
。
答
。
稗
頂
上
明
珠
最
借
用

尊
棟
。
二
楽
絞
間
十
掛
川
行
満
十
m
R定
尊
機
。
L

(

『
大
ま
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
七
頁
上
)
と
注
釈
す
る
。

24 



97 

吉
凶
蔵
は

J
諸
併
如
来
密
輿
授
記
故
者
。
以
賜
文
珠
密
欲
令
笠
(
成
糠
輪
王
也
。
民
説
法
華
郎
自
足
密
輿
授
詑
令
笠
(
成
併
也
」
(
『
大
正
蔵
恥
第
四
十
巻
、

上
)
と
設
釈
す
る
。

土
口
蔵
は
「
根
未
熟
令
熟
故
者
。
即
日
法
狂
子
米
敢
服
薬
。
欲
令
設
(
服
也
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
七
頁
上
)

吉
蔵
は
「
一
不
現
浬
梁
思
議
。
知
父
欲
令
服
薬
故
現
死
。
併
ム
寸
亦
硝
階
。
欲
A
Y
衆
生
了
悟
示
現
浬
繋
」
(
吋
大
正
蔵
L

第
四
十
巻
、

八
一
七
寅

99 98 

八
一
七
頁
上
)

と
注
釈
す
る
。

一
一
一
種
平
等

=
一
種
無
煩
楢
人
一
一
一
種
染
慢

{
テ
キ
ス
ト
】
(
七
・
∞
♂
ミ
・
H
H
i
Z
)

〔
書
き
下
し
文
}

(
勤
、
日
)-MEh・
5
5
)

何
者
三
種
無
煩
悩
人
三
種
染
慢
。
所
謂
一
ニ
種
顛
倒
信

故
。
何
等
為
一
一
一
。
一
者
信
種
種
乗
異
。
二
者
信
世
間

何
者
か
一
ニ
種
の
無
煩
悩
の
人
の
一
一
一
種
の
染
慢
な
る
。

い
わ
ゆ
る
一
ニ
種
の
顛
倒

25 

の
信
な
る
が
故
な
り
。
何
等
を
か
一
一
一
と
為
す
。

一
に
は
種
種
の
乗
の
異
を
信

浬
繋
異
。
一
一
一
者
倍
彼
此
身
異
。
為
対
治
此
一
ニ
種
染
慢

故
。
・
説
三
種
平
等
応
知
。

ず
。
こ
に
は
世
間
と
浬
繋
の
異
を
信
ず
。
一
一
一
に
は
彼
此
の
身
の
異
を
倍
、
ず
。

此
の
一
二
種
の
染
慢
を
対
治
せ
ん
が
為
の
故
に
三
種
の
平
等
を
説
く
。
応
に
知

る
べ
し
。

{
現
代
語
訳
〕

一
一
一
種
の
無
煩
悩
の
人
の
一
ニ
種
の
汚
れ
た
思
い
上
が
り
と
は
向
か
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

二
一
穣
の
倒
錯
し
た
信
で
あ
る
。
コ
一
種
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。

に
は
種
々
の

[
教
え
の
〕
乗
り
物
が
異
な
っ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
毅
『
法
華
論
』
訳
注
印

ニ
に
は
世
間
と
浬
繋
が
異
な
っ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
一
一
に
は
自
身
と
地
身
な
ど
の
身
体
が
異
な
っ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
種
の
汚
れ
た
思
い
上
が
り
を
対
治
す
る
た
め
に
、
〔
仏
は
〕
一
一
一
種
の
平
等
を
説
く
の
で
あ
る
。
〔
こ
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

-
新
制
那
摩
援
訳
に
は
、
「
一
二
種
」
の
訪
を
欠
く
。

勤
那
摩
援
訳
に
は
、
「
所
講
三
種
L

を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
日
訳
に
は
、
「
何
等
一
一
一
積
一
L

そ
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
慢
放
し
を
欠
く
。

上
記
(
八
真
上
、
二
八
行
自
)
を
参
印
刷
…
。

2 
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3 4 5 一
種
平
等
・
対
治

{
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
・
∞
♂
ミ
・
5
i
N
O
)

門
書
き
下
し
文
】

(
動
、
℃

-ELN・5
1
5

何
者
名
為
三
種
平
等
。
一
玄
何
対
治
。

謂
与
声
関
授
菩
提
記
。
唯
一
大
乗
無
二
乗
故
。
是
乗

平
等
無
差
別
故
。
二
者
世
間
浬
繋
平
等
。
以
多
宝
如

来
入
於
浬
繋
。
世
間
浬
繋
彼
此
平
等
無
差
別
故
。
一
一
一

一
者
乗
平
等
。

何
者
か
名
づ
け
て
三
種
の
平
等
と
為
す
。
如
何
が
対
治
す
る
や
。

一
に
は
乗
の
平
等
な
り
。
謂
く
、
声
簡
に
与
え
て
菩
提
の
記
を
授
く
る
な
り
。

唯
だ
一
大
乗
の
み
に
し
て
ニ
乗
な
き
が
放
な
り
。

の
乗
は
平
等
に
し
て
無

差
別
な
る
が
故
な
り
。



者
身
平
等
。
多
宝
如
来
己
入
浬
集
。
復
一
示
現
身
自
身

地
身
法
身
平
等
無
差
別
故
。

に
は
世
間
と
浬
繋
の
平
等
な
り
。
多
宝
如
来
の
浬
繋
に
入
る
を
以
て
、
世

間
と
浬
繋
は
彼
此
平
等
に
し
て
差
別
な
き
が
放
な
り
。

三
に
は
身
の
平
等
な
り
。
多
宝
如
来
は
浬
繋
に
入
り
お
わ
り
て
、
復
た
身
を

示
現
す
。
自
身
と
位
身
と
法
身
と
は
平
等
に
し
て
差
別
な
き
が
故
な
り
。

【
現
代
語
訳
〕

一
一
一
種
の
平
等
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
名
づ
け
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
つ
ニ
種
の
汚
れ
た
思
い
上
が
り
を
]
対
治
す
る
の
か
。

』ま

〔
教
え
の
〕
乗
り
物
の
平
等
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
芦
田
聞
に
菩
握
の
記
を
授
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
唯
だ

一
つ
の
大
き
な
乗
り
物
、
だ
け
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
〔
そ
の
他
に
〕

つ
の
乗
り
物
(
芦
間
乗
と
辞
支
仏
乗
)
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
で

こ
に
は
世
間
と
浬
繋
の
平
等
で
あ
る
。
多
宝
如
来
が
捜
繋
に
入
る
が
故
に
、
世
間
と
理
繋
は
平
等
で
あ
っ
て
差
別
の
な
い
も
の
だ
か
ら

27 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
乗
り
物
は
平
等
で
あ
っ
て
、
差
別
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
あ
る
。

三
に
は
身
体
の
平
等
で
あ
る
。
多
宝
如
来
は
浬
繋
に
入
ら
れ
て
か
ら
、

ま
た

[
自
ら
の
〕
身
体
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
自
身
と
他
身
と
法
身
と
は
平
等
で
あ
っ
て
差
別
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

7 

動
那
摩
援
訳
に
は
、
「
何
者
名
為
一
一
一
種
平
等
。
一
去
何
対
治
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
謂
L

の
ん
子
を
欠
く
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
五
口
組
批
L

の
諾
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
ご
の
か
わ
り
に
「
有
」
と
あ
る
。

8 8 9 

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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戦
那
摩
援
訳
に
は
、
「
自
在
来
平
等
無
差
別
放
L

を
欠
く
。

紡
那
摩
援
訳
に
は
、
「
於
」
の
学
を
欠
く
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
彼
此
L

を
欠
く
。

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
無
差
別
L

の
認
を
欠
く
。

授
記
所
由

一
ア
キ
ス
ト
】
(
七
-
r
h
h
c
i
N品
)

(
鞘
、
℃

-HghH吋
i
N
C
)

如
是
一
一
一
種
無
煩
悩
人
染
慢
之
心
見
彼
此
身
所
作
差

別
。
不
知
彼
此
仏
性
法
身
悉
一
平
等
故
。
謂
即
此
人
我

証
此
法
故
。
彼
人
不
得
。
此
対
治
故
。
与
語
芦
間
授

ロ
い
」
¥
片
品
円
U
0

3
コ一ロド
h
同
牛
λ

ハ

【
現
代
語
訳
】

{
書
き
下
し
文
〕

是
く
の
如
き
一
一
…
種
の
無
煩
協
の
人
の
染
慢
の
心
は
、
彼
此
の
身
の
所
作
の
差

28 

別
を
見
て
、
彼
此
の
仏
性
・
法
身
の
悉
く
平
等
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
が
故

な
り
。
謂
く
、
即
ち
此
の
人
は
、
我
は
此
の
法
を
一
一
試
す
る
が
故
な
り
、
彼
の

人
は
得
ざ
る
な
り
と
。
此
の
対
治
の
故

の
湾
問
の
授
記
を
与
う
。
応
に

知
る
べ
し
。

こ
の
よ
う
な
、
汚
れ
あ
る
思
い
上
が
っ
た
心
を
持
つ
三
種
の
無
煩
脳
の
人
は
、

か
の
身
体
と
こ
の
身
体
の
な
り
た
ち
の
違
い
を
見
て
、

か
れ
と
こ
れ
の
仏
性
と
法
身
が
す
べ
て
平
等
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
人
は
、
私
は
こ
の
教
え
を
さ
と
っ
た
が
、

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
の
人
は
得
て
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
対
治
す
る
た
め
に
、
多
く
の
声
聞
た
ち
に
授
記
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
?
」
の
こ
と
を
〕



22 21 20 19 18 17 16 15 14 

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
如
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
一
一
種
L

の
語
を
欠
く
。

勤
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
之
心
」
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
差
別
」
の
語
の
後
に
「
以
し
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
悉
」
の
字
を
欠
く
。

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
謂
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
此
L

の
か
わ
り
に
「
彼
」
と
あ
る
。

勤
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
故
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
「
此
対
治
」
を
「
対
治
此
し
と
す
る
。

戸
閣
議
開
薩
得
記
不
同

一
ア
キ
ス
ト
}
(
℃
・
∞
♂
戸
自
!
℃
匂
mHL
・ω)

(
勤
、
℃
-
H
E
L
ζ
c
j
N吋
)

お

間
目
。
彼
芦
間
等
。
為
実
成
仏
故
与
授
記
。
為
不
成

山

内

お

仏
与
授
記
耶
。
若
実
成
仏
。
菩
薩
何
故
於
無
量
劫
修

集
無
且
一
累
積
種
功
籍
。
若
不
成
仏
一
五
何
与
之
虚
妄
授
記
。

出

刊

日

却

答
日
。
彼
声
聞
等
得
授
記
者
。
得
決
定
心
非
謂
声
開
。

出

泣

お

叫

成
就
法
性
如
来
。
依
彼
三
種
平
等
説
一
乗
法
。
以
仏

お

話

法
身
芦
間
法
身
平
等
無
異
故
与
授
記
。
非
郎
呉
足
修

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

【
書
き
下
し
文
】
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問
う
て
臼
く
、
設
の
声
聞
等
は
実
に
成
仏
す
る
が
故
に
授
記
を
与
え
ん
と
や

せ
ん
、
成
仏
せ
ざ
る
に
授
記
を
与
え
ん
と
や
せ
ん
。
若
し
実
に
成
仏
せ
ば
、

菩
寵
は
何
故
に
無
最
一
の
劫
に
於
い

の
種
種
の
功
徳
を
修
集
す
る
。

し
成
仏
せ
、
ざ
れ
ば
、
去
何
が
之
の
虚
妄
の
授
記
を
与
う
る
や
。

答
え
て
日
く
、
彼
の
声
聞
等
、
授
記
を
縛
る
と
は
、
決
定
心
を
得
る
な
り
。

声
聞
の
、
法
性
を
成
就
す
る
こ
と
を
謂
う
に
あ
ら
ず
。
如
来
は
彼
の

種
の



世
親
司
法
華
論
』
訳
注
同

四

行
功
徳
。
是
故
菩
寵
功
徳
具
足
。
諸
声
聞
人
功
徳
未

足。

平
等
に
依
り
て
一
一
乗
の
法
を
説
く
。
仏
の
法
身
と
声
閣
の
法
身
、
平
等
に
し

て
異
な
り
無
き
を
以
て
の
故
に
授
記
を
与
う
な
り
。
即
ち
修
行
の
功
徳
を
出
品
(

足
す
る
に
あ
ら
ず
。

の
故
に
笠
口
議
は
功
徳
具
足
し
、

の
声
聞
の
人
は
功

徳
未
だ
足
ら
ざ
る
な
り
。

〔
現
代
語
訳
}

問
う
、

そ
の
声
聞
た
ち
は
本
当
に
仏
と
な
る
か
ら
授
記
を
与
え
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
仏
と
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
授
記
を
与
え
る
の

か
。
も
し
本
当
に
仏
と
な
る
な
ら
ば
、
菩
薩
は
ど
う
し
て
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
劫
に
わ
た
っ
て
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
様
々
な
功
徳
を

修
め
集
め
る
の
か
。
も
し
も
仏
と
な
ら
な
い
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
鹿
妄
の
授
記
を
与
え
る
の
か
。

30 

答
え
る
、

そ
の
声
聞
た
ち
が
授
記
を
得
る
と
い
う
の
は
、
決
定
心
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
湾
問
問
が
法
性
を
成
就
す
る
こ
と
を
い

う
の
で
は
な
い
。
如
来
は
、
上
述
の
一
一
一
種
の
平
等
に
依
拠
し
て
一
つ
の
乗
り
物
の
教
え
を
説
く
。
仏
の
法
身
と
声
障
の
法
身
と
は
等
し
い

も
の
で
あ
っ
て
異
な
っ
て
い
な
い
か
ら

に
]
授
記
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
〔
世
戸
開
た
ち
は
〕
修
行
の
功
徳
を
具
え
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
菩
寵
は
功
徳
を
呉
え
、
声
間
の
人
た
ち
は
功
徳
を
具
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

27 26 25 24 23 

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
問
日
L

を
欠
く
。

紡
那
療
援
訳
で
は
「
耶
し
を
「
也
L

と
す
る
。

紡
那
臓
障
提
訳
に
は
、
「
仏
」
の
後
に
「
者
」
と
あ
る
。

紡
那
際
提
訳
に
は
、
「
穣
種
L

の
諾
を
欠
く
。

勅
那
臨
時
提
訳
に
は
、
「
与
之
L

を
欠
く
。
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勅
那
際
提
訳
に
は
、
「
笈
口
臼
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
等
得
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
謂
声
聞
し
を
欠
く
。

勅
那
際
援
訳
に
は
、
「
如
来
」
の
か
わ
り
に
「
故
L

と
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
依
し
の
字
の
前
に
「
如
来
L

の
諮
が
あ
る
。

勤
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
彼
」
と
「
穣
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
仏
」
の
字
の
か
わ
り
に
「
如
来
」
の
認
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
寸
法
身
L

の
諾
の
後
に
「
与
彼
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
援
訳
に
は
、
「
平
等
L

の
諾
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
功
徳
」
の
語
の
後
に
「
故
L

と
あ
る
。

勃
那
腕
部
提
訳
に
は
、
「
徳
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
燦
提
訳
で
は
「
足
L

を
「
具
足
L

と
す
る
。

31-

受
記
不
同

〔
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
匂

m
b・品
j

H
品
)

門
書
き
下
し
文
】

(
勤
、
匂
-HEL・N
吋

1
℃

-EσL・∞)

一
言
授
記
者
六
処
示
現
。
五
是
仏
記

記
者
。
謂
舎
利
弗
大
迦
葉
等
衆
所
知
識
。
名
号
不
問

故
別
与
記
。
富
楼
那
等
五
百
人
千
二
百
等
詞
一
名
故
。

品

川

目

印

倶
時
与
記
。
学
無
学
等
皆
同
一
又
復
非
是
衆
所

如
来

授
記
と
言
う
は
六
処
に
示
現
す
。
五
は
是
れ
仏
の
記
な
り
。

円
ノ
寸
H
U

ην
一三口

な
り
。

強
来
の
記
と
は
、
謂
く
、
舎
利
弗
・
大
迦
葉
等
の
衆
に
知
識
せ
ら
る
る
所
な

り
。
名
号
詞
じ
か
ら
ざ
る
が
故
に
別
に
記
を
与
う
。
富
楼
那
等
の
五
百
人
、

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



設
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

知
識
故
同
与
記
。
如
来
与
彼
提
婆
達
多
授
別
記
者
。

示
現
如
来
無
怨
悪
故
。
与
比
丘
尼
及
諸
天
女
授
仏
記

者
。
示
現
女
人
喪
家
出
家
修
菩
薩
行
皆
証
仏
果
故
与

授
記
。
菩
薩
記
者
。
如
下
不
軽
菩
薩
口
問
中
示
現
応

知
。
礼
拝
讃
歎
作
如
田
正
一
一
百
。
我
不
軽
汝
。
汝
等
皆
当

儀
作
仏
者
。
一
不
明
拙
衆
生
皆
有
仏
性
故
。

〔
現
代
語
訳
〕

イ
ア
ニ
百
等
は
同
じ
く
一
名
な
る
が
故
に
倶
時
に
記
を
与
う
。
学
・
無
学
等
は

皆
な
同
じ
く
一
号
な
り
。
又
復
た
是
れ
は
衆
に
知
識
せ
ら
れ
た
る
に
あ
ら
ざ

る
が
故
に
同
じ
く
記
を
与
う
。
如
来
は
彼
の
提
婆
達
多
に
与
う
る
に
別
の
記

耐

を
授
く
と
は
、
如
来
の
怨
悪
な
き
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
比
丘
尼
及
び
諸

の
天
女
に
与
う
る
に
仏
の
記
を
授
く
と
は
、
女
人
・
在
家
・
出
家
は
窓
口
薩
行

を
修
し
て
皆
な
仏
果
を
証
す
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
に
授
記
を
与
う
。

菩
薩
の
記
と
は
、
下
の
不
軽
菩
蕗
品
中
に
示
現
す
る
が
如
し
。
応
に
知
る
べ

し

32 

「
礼
拝
讃
歎
し
て
是
く
の
如
き
一
一
言
を
作
す
。
我
は
汝
を
軽
ん
ぜ
ず
。
汝
ら
は

皆
な
当
に
作
仏
す
べ
し
L

と
は
、
衆
生
は
皆
な
仏
性
を
有
す
る
こ
と
を
示
現

す
る
が
故
な
り
。

授
記
と
い
う
の
は
六
つ
の
処
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
〔
そ
の
う
ち
の
〕
五
つ
は
仏
に
よ
る
記
別
(
成
仏
の

一
つ
は

菩
薩
に
よ
る
記
別
で
あ
る
。

如
来
に
よ
る
記
別
と
い
う
の
は
、

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
(
二
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
た
舎
利
弗
や
大
迦
棄
な
ど
〔
に
対
す
る
記
別
]
で
あ
る
。
名

号
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
個
別
に
記
別
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
会
己
富
楼
那
な
ど
の
五
百
人
や
千
二
百
人
は
[
寵
楼
那
と
い
う
〕

一
つ
の
名
で
代
表
せ
し
め
て
い
る
か
ら
、
臨
時
に
記
別
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
一
一
一
)

-
無
学
の
者
は
み
な
同
じ
く

-
無
学
と



い
う
〕
名
号
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
た
者
で
は
な
い
の
で
河
時
に
記
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
間
)
如
来
が
か

の
提
婆
達
多
に
個
別
に
記
別
加
を
授
け
る
の
は
、
如
来
に
は
怨
悪
が
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
(
五
)
比
丘
尼
や
天
女
た
ち
に
仏
が
授

る
の
は
、
女
性
そ
は
じ
め
、
在
家
の
人
、
出
家
の
人
、
誰
で
あ
れ
菩
薩
行
を
修
行
す
れ
ば
、

み
な
仏
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
示
す
た
め
に
授
記
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

菩
薩
に
よ
る
記
別
と
い
う
の
は
、
後
の
不
軽
世
話
口
薩
品
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
〔
こ
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
「
礼
拝
讃
歎
し
て
、
次
の
よ
う

っ
た
o

『
私
は
あ
な
た
を
軽
ん
じ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
た
ち
は
み
な
仏
と
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
と
と

い
う
の
は
、
衆
生
は
み
な
仏
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 
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駒
郡
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
後
に
「
有
L

の
字
を
加
え
る
。

勅
那
麻
路
提
訳
で
は
「
五
是
仏
記
」
を
「
五
者
如
来
記
L

と
す
る
。

駒
郡
麻
原
提
訳
に
は
、
「
一
」
の
後
に
「
者
L

の
字
を
加
え
る
。

勅
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
謂
」
の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
大
L

の
か
わ
り
に
「
摩
詞
L

の
一
訪
問
が
あ
る
。

勃
那
府
県
提
訳
で
は
「
知
識
」
の
語
の
後
に
「
故
L

の
字
が
あ
る
。

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
別
与
」
を
「
与
別
し
と
す
る
。

戦
那
摩
提
訳
で
は
「
首
」
の
後
に
「
人
L

の
字
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
諸
問
」
の
か
わ
り
に
「
僕
し
の
字
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
又
復
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
日
疋
L

の
字
を
欠
く
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
整
弘
一
酬
L

訳
注

ω

65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
同
」
の
か
わ
り
に
「
一
時
」
の
語
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
如
来
L

の
認
を
欠
く
。

勤
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
彼
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
療
提
訳
に
は
、
「
授
別
」
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
惑
L

の
学
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
授
仏
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
行
L

の
後
に
「
者
」
の
字
を
加
え
る
。

勃
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
与
授
記
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
「
記
L

を
「
授
記
L

と
す
る
。

勃
那
摩
挺
訳
に
は
、
「
下
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
挺
訳
に
は
、
「
応
知
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
作
如
口
定
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
得
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
捷
訳
で
は
「
現
し
の
か
わ
り
に
「
諸
」
の
{
子
が
あ
る
。

如
来
記
の
一
つ
白
。
入
管
制
約
弗
の
授
記
は
概
論
戦
口
聞
に
、
大
迦
葉
の
授
記
は
授
記
口
問
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
授
記
品
で
は
須
菩
提
、
大
迦
務
延
、
大
目
機
連

速
の
授
記
も
説
か
れ
て
い
る
。

如
来
記
の
二
つ
目
。
議
機
那
の
授
記
は
五
百
弟
子
授
記
口
出
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

如
来
記
の
一
二
つ
め
。
学
無
学
の
二
千
人
の
授
記
は
授
学
無
学
人
記
口
問
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
河
難
、
間
融
喉
羅
の
授
記
も
鋭
か
れ
て
い
る
。

如
来
記
の
凶
つ
め
。
提
婆
遼
多
の
授
記
は
提
婆
遼
多
口
問
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

如
来
記
の
五
つ
目
。
比
丘
尼
の
授
記
は
勧
持
口
聞
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
天
女
の
授
記
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

河
妙
法
薬
い
常
不
絞
十
台
薩
口
問
中
に
ほ
ぼ
同
じ
一
節
が
あ
る
。
「
亦
復
故
往
躍
担
汁
讃
歎
市
川
作
口
走
…
一
一
一
口
。
我
不
敢
軽
於
汝
等
。
汝
等
皆
蛍
作
併
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
九
巻

五
十
頁
下
二
二
行
自

1
二
三
行
自
)
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声
開
得
記
不
得
記

{
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
・

2L~・5
1
N
O
)

塁勅円、
聞匂
人ヒ
得71~
授ロ
記 Cや

竜豆
声
闇
有
四
種

一
者
決
定
声

問
。
二
者
増
上
慢
声
開
。
三
者
退
菩
提
心
声
問
。
四

者
応
化
声
問
。
二
穣
声
聞
如
来
授
記
。
謂
応
化
者
。

退
己
還
発
菩
提
心
者
。
若
決
定
者
増
上
慢
者
二
種
声

問
。
根
未
熟
故
不
与
授
記
。
菩
薩
与
授
記
者
。
方
便

剖

令
発
菩
提
心
故
。

【
現
代
語
訳
】

〔
書
き
下
し
文
】

声
聞
の
人
の
授
記
を
得
る
と
一
一
一
日
う
は
、
声
関
に
四
種
あ
り
。

一
に
は
決
定
せ
る
声
問
。
ニ
に
は
増
上
慢
の
声
問
。
一
ニ
に
は
菩
提
心
よ
り
退

す
る
声
問
。
四
に
は
応
化
の
声
間
な
り
。

二
種
の
芦
間
に
は
如
来
は
記
を
授
け
た
ま
う
。
謂
く
応
化
の
者
と
退
し
お
わ

り
て
還
た
菩
提
心
を
発
す
者
な
り
。

決
定
せ
る
者
と
増
上
穫
の
者
と
の
二
種
の
声
簡
の
若
き
は
根
熟
せ
ざ
る
が
故

35 

に
授
記
を
与
え
ず
。

主
口
護
が
授
記
を
与
う
と
は
、
方
便
も
て
菩
提
心
を
発
せ
し
む
る
が
故
な
り
。

戸
閣
の
人
が
授
記
を
得
る
と
一
言
う
が
、
声
聞
に
は
四
種
あ
る
。

一
に
は
〔
小
乗
に
〕
定
ま
っ
て
い
る
声
聞
、

ニ
に
は
思
い
上
が
っ
た
声

問
、
一
一
一
に
は
菩
提
心
か
ら
退
く
声
聞
、

四
に
は
菩
薩
が
応
現
牝
作
し
た
声
閣
で
あ
る
。

?
」
の
う
ち
〕
二
種
の
声
聞
に
は
如
来
は
記
別
を
授
け
る
。
す
な
わ
ち
、
応
現
化
作
し
た
者
と
、
菩
提
心
か
ら
退
い
た
が
、
再
、
び
菩
提
心

を
発
し
た
者
と
で
あ
る
。
〔
小
乗
に
]
定
ま
っ
て
い
る
者
と
思
い
上
が
っ
た
者
と
の
ニ
種
の
声
聞
は
、
機
根
が
熟
し
て
い
な
い
の
で
授
記
を

与
え
な
い
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



世
貌
ぷ
出
張
十
論
じ
訳
渋
川
川

[
不
軽
〕
菩
薩
が
〔
機
根
の
熟
未
熟
に
関
係
な
く
誰
に
で
も
]
授
記
を
与
え
た
と
い
う
の
は
、
方
便
に
よ
っ
て
[
授
記
を
与
え
た
相
手
に
〕

菩
提
心
を
発
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 

勃
那
摩
擬
訳
に
は
、
「
人
得
L

を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
如
来
L

の
誇
の
後
に
「
与
」
の
字
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
L

の
学
の
か
わ
り
に
「
芦
間
」
と
あ
る
。

紡
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
若
し
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
L

の
ん
子
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
L

の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
放
し
の
字
の
後
に
「
如
来
」
の
一
四
聞
が
あ
る
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
方
便
」
の
認
の
前
に
「
謹
口
藤
授
記
者
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
三
品
目
提
L

の
誘
を
欠
く
。

土
口
裁
は
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。
「
疑
者
一
五
。
若
場
上
慢
整
問
問
偽
不
興
受
記
者
。
不
経
菩
議
何
故
通
二
人
輿
之
受
記
。
線
一
辺
。
悌
就
根
熟
未
熟
。
放
輿
記

不
刷
出
(
記
。
菩
薩
約
二
穏
義
故
。
所
以
血
(
記
。
一
者
如
前
明
有
例
性
故
得
山
県
授
記
。
一
一
者
方
便
令
設
笠
間
提
心
故
刷
出
(
援
記
也
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九

頁
上
)
す
な
わ
ち
、
如
来
は
相
手
の
機
根
を
見
て
授
記
を
与
え
た
り
与
え
な
か
っ
た
り
す
る
が
、
笠
間
十
隠
は
格
子
の
機
線
に
関
係
な
く
、
菩
提
心
を
発
さ
せ
る

た
め
に
方
便
と
し
て
授
認
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
士
口
蔵
の
四
種
芦
療
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
近
年
の
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

末
光
愛
正
「
士
口
蔵
の
成
仏
不
成
仏
鋭
(
二
)

L

(

『
駒
調
停
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
十
八
号
、
一
九
八
八
年
)
や
奥
野
光
賢
「
古
口
蔵
の
叶
法
華
論
』
の
依
用
を
め

ぐ
っ
て
1

1
特
に
四
稜
戸
部
授
記
を
中
心
に

i
i
L
(
間
前
書
)
な
ど
を
参
照
。
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三
乗
一
乗

一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃
・
cmグロ・

2
自
)

【
書
き
下
し
文
】

(
助
、
℃
毘
σ
L
N
・
5
Z
)

又
依
何
義
。
仏
説
一
一
一
乗
名
為
一
乗
。
依
同
義
故
。
授

諸
声
聞
大
菩
提
記
。
雷
同
義
者
。
以
仏
法
身
声
開
法

泊

四

叩

身
彼
此
平
等
無
差
別
故
。
以
諸
声
罰
辞
支
仏
等
乗
不

則

的

出

向
故
有
差
別
。
以
彼
ニ
乗
非
大
乗
故
。

又
、
何
の
義
に
依
り
て
仏
は
一
ニ
乗
を
説
い
て
名
づ
け
て
一
乗
と
為
す
や
。
同

に
依
る
が
故
に
諸
の
声
聞
に
大
菩
提
の
記
を
授
く
。

同
義
と
一
一
一
日
う
は
、
仏
の
法
身
と
声
聞
の
法
身
は
披
此
平
等
に
し
て
差
別
な
き

を
以
て
の
故
な
り
。

の
声
聞
・
酔
支
仏
等
の
乗
は
河
じ
か
ら
、
ざ
る
を
以
て

の
故
に
差
別
あ
り
。
彼
の
ニ
乗
は
大
乗
に
あ
ら
、
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

【
現
代
語
訳
}

ま
た
、

ど
の
よ
う
な
意
義
か
ら
仏
は
一
一
一
つ
の

[
教
え
の
〕
乗
り
物
を
説
い
て

[
そ
れ
ら
を
〕

一
つ
の
乗
り
物
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
間

37 

じ
と
い
う
意
義
に
依
拠
し
て
、
声
聞
た
ち
に
大
菩
提
の
記
を
授
け
る
の
で
あ
る
。

同
じ
と
い
う
の
は
、
仏
の
法
身
と
声
簡
の
法
身
と
は
平
等
な
る
も
の
で
あ
っ
て
差
別
の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
声
聞
や
辞
支
仏

等
た
ち
の
乗
り
物
は
閉
じ
で
は
な
い
か
ら
差
別
が
あ
る
。
彼
ら
の
乗
り
物
は
大
き
な
乗
り
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

84 83 82 

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
義
し
の
後
に
「
故
L

の
字
が
あ
る
。

戦
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
仏
L

の
か
わ
り
に
「
如
来
」
と
あ
る
。

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
授
」
の
か
わ
り
に
「
与
L

の
字
が
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



枇
親
『
法
華
論
』
訳
波

ω
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勃
那
燦
提
訳
に
は
、
「
大
盤
口
」
の
か
わ
り
に
つ
授
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
言
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
仏
」
の
か
わ
り
に
「
如
来
」
と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
彼
此
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諮
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
世
帯
」
の
か
わ
り
に
「
異
」
と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
不
問
」
の
一
訟
を
欠
く
。

動
那
摩
捷
訳
に
は
、
「
二
乗
」
の
一
諮
を
欠
く
。

十
無
上

無
上
の
義

{
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・
。
p
~・N
印匂・
5
L
-
M
)

(
勤
、
主
宰
h
・5
N

N

)

如
来
説
一
言
不
離
我
身
是
無
上
義
。
一
切
声
聞
酔
支
仏

等
二
乗
法
中
不
説
此
義
。
以
其
不
能
如
実
解
故
。
以

回
疋
義
故
。
諸
菩
薩
等
行
菩
薩
行
非
為
虚
妄
。
無
上
義

者
。
自
余
経
文
明
無
上
義
。
無
上
義
者
。
略
有
十
種

此
義
応
知
。
何
等
為
十
。

38-

〔
書
き
下
し
文
】

如
来
説
い
て
一
言
わ
く
「
我
が
身
を
離
れ
、
ざ
る
こ
と
、
是
れ
無
上
の
義
な
り
」

と

一
一
切
の
声
関
・
辞
支
仏
等
の
こ
乗
の
法
中
に
は
此
の
義
を
説
か
ず
。

の
窓
口
薩
等
の
、

の
義
を
以
て
の
故
に
、
諸

の
行
を
行
ず
る
は
麗
妄
な
ら
ざ
る
な
り
。

の
能
く
如
実
に
解
せ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

無
上
の
義
と
は
、
自
余
の
経
文
、
無
上
の
義
を
明
か
す
。
無
上
の
義
と
は
略

し
て
十
種
あ
り
。
此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
十
と
為
す
や
。



【
現
代
語
訳
}

如
来
は
「
我
が

〔
法
〕
身
を
離
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
無
上
の
意
義
で
あ
る
L

と
一
言
わ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
声
聞
や
辞
支
仏
等
た
ち

の
ニ
つ
の
乗
り
物
の
教
え
の
中
に
は
こ
の

(
無
上
の
〕
意
義
が
説
か
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は

で
」
の
無
上
の
意
義
を
〕
如
実
に
理
解
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
義
の
故
に
、
笠
口
寵
た
ち
が
菩
薩
の
行
を
一
行
う
の
は
麗
妄
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

無
上
の
意
義
と
は
、

そ
の
地
の
経
文
が
無
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
無
上
の
意
義
と
は
お
お
よ
そ
十
種
あ
る
。
こ
の
意
義
を

知
る
べ
き
で
あ
る
。
十
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

1 

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
等
二
乗
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
に
は
、
「
笠
(
」
の
ん
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
に
は
、
「
如
実
」
の
誌
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
以
」
の
{
子
会
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
義
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
等
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
向
同
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
印
税
文
」
の
認
の
か
わ
り
に
「
残
修
多
羅
」
と
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
略
L

の
字
を
欠
く
。

恥
制
那
摩
提
訳
に
は
、
「
此
義
」
の
諮
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
何
等
為
十
」
を
欠
く
。

士
口
蔵
は
「
如
来
説
一
一
訓
告
不
離
我
身
回
定
無
上
義
者
。
係
於
一
切
人
中
最
矯
無
上
。
故
判
無
上
喰
在
於
偽
。
苅
4
1

間
不
離
我
身
者
。
讃
不
離
法
身
最
楚
無
上
。
」
(
『
大
正

2 3 4 5 6 7 8 13 12 11 10 9 
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世
親
『
法
禁
論
』
訳
注
印

14 

蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九
頁
中
)
と
し
て
い
る
。

古
口
蔵
は
こ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』
の
十
種
勝
相
や
飯
山
等
塑
教
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、

八
一
九
一
良
中
)

一
無
上
j
七
無
上

一
ア
キ
ス
ト
】
(
匂
ゆ
グ
ロ

-TE)

(
駒
、
℃
-
M

∞σ
L
N
ω
1℃

-E
ミ
-
N
)

一
者
一
部
現
穂
子
無
上
故
説
雨
楼
雷
除
。
汝
等
所
行
是
菩

寵
道
者
。
謂
発
菩
提
心
退
己
還
発
者
。
前
所
修
行
善

根
不
滅
間
後
得
果
故
。

二
者
一
不
現
行
無
上
故
説
大
通
知
羽
勝
如
来
本
事
等
。

一
一
者
示
現
増
長
力
無
上
故
説
商
、
王
監
百
除
。

四
者
一
所
現
令
解
無
上
故
説
繋
宝
珠
壁
一
一
目
崎
。

五
者
示
現
清
浄
国
土
無
上
故
示
現
多
宝
如
来
事
。

六
者
一
不
現
説
無
上
故
説
解
露
間
中
明
珠
境
問
稔
。

七
者
示
現
教
化
衆
生
無
上
故
地
中
踊
出
無
量
菩
薩
摩

詞
薩
等
。

【
書
き
下
し
文
〕

一
に
は
種
子
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
雨
の
警
喰
を
説
く
。
「
汝
ら
が
所

行
は
是
れ
菩
薩
道
な
り
L

と
は
、
謂
く
、
菩
提
心
を
発
し
て
退
き
お
わ
り
て

還
た
発
す
る
者
は
、
前
に
修
行
す
る
所
の
善
根
不
滅
に
し
て
同
じ
く
後
に
果

40 

を
得
る
が
故
な
り
。

一
一
に
は
行
の
無
ん
を
示
現
す
る
が
故
に
、
大
通
智
勝
如
あ
の
本
事
等
を
説
く
。

2
 

一
一
一
に
は
増
長
力
の
無

Lr示
現
す
る
が
故
に
、
商
主
の
警
轍
を
説
く
。

四
に
は
令
解
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
繋
宝
珠
の
壁
面
仏
怖
を
説
く
。

お

初

五
に
は
清
諦
国
土
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
多
宝
如
来
塔
を
示
現
す
。

六
に
は
説
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
解
車
両
中
明
珠
の
警
稔
を
説
く
。

七
に
は
教
化
衆
生
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
地
中
よ
り
無
量
の
菩
薩
摩

詞
薩
等
を
踊
出
す
。



{
現
代
語
訳
】

第
一
に
は
種
子
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、

〔
薬
草
喰
口
聞
の
中
で
〕
雨
の
壁
一
日
一
鳴
を
説
く
の
で
あ
る
。
「
お
前
た
ち
の
所
行
は
菩
薩
道
で
あ
る
」

と
い
う
の
は
、

か
つ
て
菩
提
心
を
発
し
な
が
ら
も
そ
こ
か
ら
退
転
し
た
が
再
び

発
し
た
者
は
、
前
の
修
行
に
よ
っ
て
積
ま

れ
た
善
根
は
不
滅
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
後
に
果
報
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
は
〔
修
〕
行
の
無
上
を
一
部
す
た
め
に
、
過
去
世
に
お
け
る
大
通
智
勝
如
来
の
行
い
な
ど
を
説
く
の
で
あ
る
。

第
一
一
一
に
は
増
長
す
る
力
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
〔
化
城
轍
品
の
中
で
〕
指
導
者
の
警
輸
を
説
く
の
で
あ
る
。

第
四
に
は
理
解
さ
せ
る
こ
と
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
(
五
百
弟
子
授
記
品
の
中
で
〕
繋
宝
珠
の
警
一
織
を
説
く
の
で
あ
る
。

第
五
に
は
清
浄
な
る
悶
土
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
(
見
宝
塔
品
の
中
で
〕
多
宝
如
来
塔
を
示
す
の
で
あ
る
。

第
六
に
は
説
く
こ
と
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
〔
安
楽
行
口
聞
の
中
で
、
転
輪
車
玉
が
〕

の
耀
く
宝
珠
を
解
い
て
与
え
る
と
い
う
警
総

を
説
く
の
で
あ
る
。

-41 

第
七
に
は
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
〔
従
地
踊
出
品
の
中
で
〕
地
中
よ
り
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
菩
薩
摩
詞

謹
な
ど
が
踊
出
し
た
(
と
説
く
の
で
あ
る
〕
。

18 17 16 15 

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
必
ず
の
学
の
後
に
「
故
L

と
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
解
L

の
{
予
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
等
」
の
{
子
の
後
に
「
放
L

と
あ
る
。

『
妙
法
華
い
薬
事
織
口
出
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
十
頁
中
二
一
二
行
自
)

に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。
「
今
矯
汝
等
。
説
最
韓
民
事
。
諸
整
問
衆
。
皆
非
滅
度
。

北
大
文
学
研
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世
毅
『
法
華
論
』
訳
注

ω

19 

汝
等
所
行
。
目
安
脅
穣
退
。
漸
掘
削
修
筆
。
悉
蛍
成
傍
」

士
口
蔵
は
「
讃
務
菩
提
心
退
己
遼
護
者
。
叙
繋
商
人
有
三
時
。
一
過
去
本
義
菩
提
心
持
。
二
者
中
間
同
退
菩
提
心
待
。
三
者
間
法
華
綬
還
護
窓
口
援
心
時
。
今
即
取

前
後
菩
提
心
潟
種
無
上
。
故
取
此
文
苅
聴
仲
之
也
。
L

(

吋
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九
頁
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

士
口
蔵
は
「
以
初
器
官
菩
提
心
。
次
令
修
菩
薩
行
。
並
口
薩
行
比
四
乗
行
最
盛
岡
無
上
。
故
一
一
高
行
無
上
也
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九
資
下
)
と
し
て
い
る
。

『
妙
法
華
』
化
城
聡
口
聞
に
説
か
れ
る
一
一
一
千
露
点
劫
の
昔
に
出
現
し
た
と
さ
れ
る
仏
の
こ
と
。

古
口
蔵
は
「
以
行
菩
薩
行
放
玄
口
緩
行
使
増
長
。
故
一
可
一
口
増
長
カ
無
上
」
(
吋
大
五
歳
恥
第
四
十
巻
、
八
一
九
頁
下
)
と
波
釈
す
る
。

『
妙
法
議
』
化
城
喰
口
聞
に
説
か
れ
る
化
城
の
血
管
輸
の
こ
と
。
古
口
蔵
も
「
商
主
即
日
定
化
城
口
問
導
邸
也
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九
頁
下
)
と
注
釈
し
て

い
る
。

士
口
蔵
は
「
親
友
一
石
衣
内
之
殊
。
衣
内
之
珠
即
答
援
心
。
解
菩
提
心
回
定
担
問
解
中
無
上
之
解
。
故
名
解
無
上
。
問
。
何
故
一
五
令
解
無
上
。
答
。
過
去
十
六
沙
繍
説

法
禁
経
。
令
三
根
人
得
無
上
解
放
幾
菩
提
心
。
故
一
五
令
解
無
上
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
九
頁
下

1
八
二

O
頁
よ
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

士
口
蔵
は
「
如
塔
口
問
一
一
方
四
百
潟
億
那
自
他
土
。
合
国
周
一
土
。
郎
一
切
土
中
最
勝
馬
浮
土
無
上
也
」
(
「
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
一

O
頁
上
)
と
注
釈
し
て

い
る
。
ぷ
wu
法
薬
』
見
宝
塔
口
閣
に
お
い
て
、
忽
然
と
し
て
地
中
か
ら
出
現
し
た
と
説
か
れ
る
七
宝
塔
で
あ
る
。

士
口
蔵
は
「
次
一
示
現
説
然
上
者
。
一
譲
頂
珠
賜
之
。
郎
日
定
時
周
説
平
等
大
慧
。
謂
一
切
説
中
最
勝
掛
川
説
無
上
。
既
有
浄
土
便
有
教
門
放
。
次
柚
叶
説
無
上
也
L

(

『
大
正

毅
』
第
間
十
巻
、
八
一
一

O
頁
中
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

士
口
蔵
は
「
統
有
教
門
使
有
容
腐
故
。
次
明
教
化
衆
余
無
上
。
以
化
得
千
世
界
塵
数
菩
時
限
。
三
十
二
相
些
自
己
具
足
。
数
多
徳
積
一
切
所
化
衆
生
中
最
勝
。
謂
衆

生
無
上
。
即
答
腐
岡
京
也
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
二

O
頁
中
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

23 22 21 20 24 25 27 26 28 八
無
よ

【
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
・

5
h
E
1
5
)

【
書
き
下
し
文
】

(
職
、
℃
山
∞
の
己
-
N
!
∞)

八
者
一
示
現
成
大
菩
提
無
上
払
。
一
示
現
一
ニ
種
仏
菩
提
故
。

八
に
は
大
菩
提
を
成
ず
る
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
一
ニ
種
の
仏
の
菩
提

42-



一
者
示
現
応
仏
菩
提
。
随
所
応
見
而
為
示
現
。
如
経

皆
謂
如
来
出
釈
氏
宮
去
伽
耶
域
不
透
坐
於
道
場
得
成

阿
霧
多
羅
一
ニ
窺
三
菩
提
故
。
一
一
者
示
現
報
仏
菩
提
。

を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

一
に
は
応
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
随
所
に
応
見
し
て
雨
し
て
為
に
示
現
す
。

ぉ

経
の
如
く
「
皆
な
如
来
は
釈
氏
の
宮
を
出
て
伽
耶
域
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、

十
地
仔
満
足
得
常
浬
撃
証
故
。
如
経
善
男
子
我
実
成

道
場
に
於
い
て
坐
し
て
駒
内
轄
多
羅
一
三
貌
三
菩
提
を
成
ず
る
を
持
た
り
と

仏
日
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
故
。

う
し
が
故
な
り
。

二
に
は
報
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
十
地
の
行
満
足
し
て
常
浬
繋
の
証
を
得
る

が
故
な
り
。
経
の
如
く
「
善
男
子
よ
、
我
は
実
に
成
仏
し
て
よ
り
己
来
、
無

量
無
辺
百
千
万
億
那
由
多
劫
L

な
る
が
故
な
り
。

第
八
に
は
大
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
三
種
の
仏
の
菩
提
を
一
示
す
の
で
あ
る
。

43 

{
現
代
語
訳
】

一
に
は
応
身
仏
の
菩
提
を
示
す
。
〔
仏
は
〕
随
所
に
応
現
し
て
[
自
ら
を
〕
示
現
す
る
の
で
あ
る
。
経
に

J
あ
ら
ゆ
る
世
間
の
天
の
神
々

と
人
間
た
ち
、
及
び
阿
修
羅
た
ち
は
〕
一
様
に
如
来
が
、
釈
迦
族
の
宮
殿
、
そ
出
て
{
出
家
し
〕
、
伽
耶
の
都
城
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
、

さ
と

り
の
座
に
坐
し
て
、
無
上
の
正
し
い
ざ
と
り
を
獲
得
し
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

二
に
は
報
身
仏
の
菩
提
を
一
示
す
。
十
地
の
行
を
満
足
し
て
常
住
な
る
湿
繋
を
体
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
経
に

ち
ょ
、
私
が

仏
と
な
っ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
実
は
無
量
一
無
辺
の
百
千
万
億
那
由
他
劫
と
い
う
無
限
の
長
時
が
経
っ
て
い
る
の
だ
L

と
あ
る
よ
う
に
。

29 

紡
那
態
提
訳
に
は
、
「
故
」
の
字
の
か
わ
り
に
「
者
L

と
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
一
不
渡
」
の
語
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
応
L

の
ん
子
の
後
に
「
化
」
の
{
子
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
一
示
現
L

の
後
に
「
故
」
の
字
が
あ
る

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
成
L

の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
京
市
況
L

の
宙
開
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
如
来
寿
景
品
(
吋
大
正
蔵
い
第
九
巻
、
凶
一
二
回
一
中
、
九

1
十
一
行
日
)
の
中
に
ほ
ぼ
隠
じ
文
句
が
存
在
す
る
。
『
妙
法
楽
』
で
は
「
油
田
譲
如
来
」
は

「
皆
謂
今
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
あ
る
。

『
妙
法
華
』
如
来
寿
童
日
間
(
『
大
正
蔵
h

第
九
巻
、

世
毅
『
法
禁
論
』
訳
注
印

35 34 33 32 31 30 36 

問
二
真
中
、
十
二

1
十
三
行
巨
)

に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

{
テ
キ
ス
ト
}
(
匂
・
。
グ
ミ
μ吋
!
N
吋
)

(
勤
、
同
乙
∞
n
L
切る・
5
と
-
N
)

一
ニ
者
一
京
現
法
仏
窓
口
提
。
謂
如
来
蔵
性
浄
浬
繋
常
恒
清

涼
不
変
等
義
。
知
経
如
来
如
実
知
見
三
界
之
相
次
第

乃
至
不
如
コ
一
界
見
於
三
界
故
。

一
界
相
者
。
謂
衆
生

界
郎
浬
繋
界
。
不
離
衆
生
界
有
如
来
蔵
故
。
無
有
生

死
若
退
若
出
者
。
語
常
恒
清
涼
不
変
義
故
。
亦
無
在

世
及
滅
度
者
。
謂
如
来
蔵
真
如
之
体
。
不
即
衆
生
界
。

種不
幸百41離
O 衆

有生
四界
種故
棺
者非
O 実

是非
無虚
常非
故如
O 非

不異
如者

界謂
見離
於42四

{
書
き
下
し
文
】
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一
ニ
に
は
法
仏
の
窓
口
提
を
示
現
す
。
如
来
蔵
の
性
浄
、
浬
般
市
の
常
恒
・
清
涼
・

不
変
等
の
義
を
謂
う
。
経
の
如
く
「
如
来
は
如
実
に
一
ニ
界
の
相
を
知
見
し
L

次
第
し
て
乃
至
「
一
ニ
界
の
一
一
…
界
を
見
る
が
如
く
な
ら
ざ
る
L

が
故
な
り
。

J

ニ
界
の
棺
L

と
は
衆
生
界
は
即
浬
繋
界
な
る
を
謂
う
。
衆
生
界
を
離
れ
、
ず

し
て
如
来
蔵
あ
る
が
故
な
り
。

「
生
死
、
若
し
は
送
、
若
し
は
出
あ
る
こ
と
な
し
L

と
は
、
常
恒
清
涼
不
変

の
義
を
謂
う
が
故
な
り
。

っ
亦
た
、
在
世
及
び
滅
度
の
者
な
し
L

と
は
、
如
来
蔵
真
如
の
体
は
、
衆
生



三
界
者
。
謂
仏
如
来
能
見
能
証
真
如
法
身
。
凡
夫
不

見
故
。
是
故
経
一
言
如
来
明
見
無
有
錯
謬
故
。

界
に
即
せ
ず
衆
生
界
を
離
れ
ざ
る
こ
と
を
謂
う
が
故
な
り
。

「
実
に
あ
ら
ず
虚
に
あ
ら
ず
知
に
あ
ら
ず
異
に
あ
ら
ず
L

と
は
、

四
種
の
相

を
離
る
る
こ
と
を
謂
う
。
四
種
の
相
あ
る
は
是
れ
無
常
な
る
が
故
な
り
。

「
一
ニ
界
の
三
界
を
見
る
が
如
く
な
ら
ず
」
と
は
、
仏
・
如
来
は
真
如
法
身
を

能
く
見
、
能
く
知
る
こ
と
を
謂
う
。
凡
夫
は
見
ざ
る
が
故
な
り
。
日
疋
の
故
に

経
は
「
如
来
は
明
ら
か
に
見
て
錯
謬
あ
る
こ
と
な
し
L

と
言
う
が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
}

一
一
一
に
は
法
身
仏
の
菩
提
を
示
す
。
如
来
蔵
の
本
性
的
清
浄
や
浬
繋
の
常
住
性
・
橿
常
性
・
清
涼
性
・
不
変
性
等
の
意
義
の
こ
と
で
あ
る
。

界
を
見
る
よ
う
で
も
な
い
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

45 

経
に
「
如
来
は
〔
そ
の
智
慧
に
よ
っ
て
〕
一
…
一
界
の
あ
り
さ
ま
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
か
ら
で
あ
る
」
か
ら
「
三
界
〔
に
住
む
凡
夫
〕
が
三

「
一
一
一
界
の
あ
り
さ
ま
L

と
は
、
衆
生
の
世
界
は
す
な
わ
ち
器
禁
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
衆
生
の
世
界
を
離
れ
な

い
で
如
来
蔵
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
(
一
ニ
界
に
は
〕
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
消
滅
し
た
り
、
出
現
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
」
と
は
、

常
住
性
・
値
常
性
・
清
涼
性
・
不
変
性
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
ま
た
世
に
存
す
る
と
か
、
浬
般
市
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
」
と
は
、
如
来
蔵
真
如
の
本
体
は
衆
生
の
世
界
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
く
、

ま
た
衆
生
の
世
界
を
離
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
真
実
で
も
な
く
、
虚
偽
で
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
の
あ
り
か
た
で
も
な
く
、
別
の
あ
り
か
た
で
も
な
い
L

と
は
、

-
滅
の
〕

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
吋
法
禁
論
』
訳
注
印

四
つ
の
相
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
四
つ
の
棺
の
あ
る
も
の
は
無
常
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

コ
ニ
界
〔
に
住
む
凡
夫
〕
が
三
界
を
見
る
よ
う
で
も
な
い
」
と
は
、
仏
・
如
来
は
真
如
法
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
『

経
』
は
「
如
来
は
明
ら
か
に
見
て
、
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

44 43 42 41 40 39 38 37 

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
石
現
」
の
語
を
欠
く
。

勅
那
摩
挺
訳
に
は
、
「
等
義
」
の
か
わ
り
に
「
故
」
と
あ
る
。

勃
那
態
提
訳
に
は
、
「
次
第
」
の
語
を
欠
く
。

勃
那
醐
惇
捻
訳
に
は
、
「
義
L

の
{
予
を
欠
く
。

紡
那
摩
挺
訳
で
は
「
椴
L

の
学
の
後
に
「
故
」
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
於
」
の
{
子
を
欠
く
。

紡
那
腕
車
挺
訳
に
は
、
「
謂
仏
」
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
如
来
寿
重
品
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
一
一
頁
下
、
十
二
一

1
十
五
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。
「
如
来
。
如
賓
知
見
一
ニ
界
之
棺
。
無
有
生

死
活
返
若
出
。
亦
無
在
役
及
滅
度
者
。
非
震
非
虚
非
如
非
異
。
不
如
三
界
見
於
三
界
。
」

『
妙
法
華
い
如
来
寿
景
品
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
回
二
頁
下
、
十
一
…
…

i
十
四
行
口
同
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

吋
妙
法
華
μ

如
来
寿
遺
品
(
吋
大
正
蔵
b

第
九
巻
、
回
二
頁
下
、
十
四
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

吋
妙
法
薬
品
如
来
世
好
景
品
(
「
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
回
二
頁
下
、
十
四

i
十
五
行

g)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

叶
妙
法
華
」
如
来
世
対
象
品
(
吋
大
正
蔵
μ

第
九
巻
、
回
二
頁
下
、
十
五
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

吋
妙
法
薬
品
如
来
寿
景
品
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
回
二
頁
下
、
十
六
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

49 48 47 46 45 一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃
b
σ
L
-
N吋
i
円

y
r
L・hH
)

【
書
き
下
し
文
}

(
勤
、
℃
-
H
E
L
~
-
N
吋
)

出

「
我
れ
本
、
菩
謹
の
道
を
行
じ
て
:
:
:
今
猶
お
未
だ
満
た
ず
」
と
は
、
本
願

46-



我
本
行
菩
薩
道
今
猶
未
満
者
。
以
本
願
故
。
衆
生
界

未
尽
願
非
究
寛
故
。
一
言
未
満
非
謂
菩
提
不
満
足
也
。

所
成
寿
命
復
倍
上
数
者
。
此
文
示
現
知
来
命
常
善
巧

方
便
顕
多
数
故
。
過
上
数
量
不
可
数
知
。
我
浄
土

義不
諦殻
之而
所55衆
接見
故焼
O 尽
者

報
仏
如
来
真
実
浄
土

第

{
現
代
語
訳
】

を
以
て
の
故
な
り
。
衆
生
界
未
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
願
は
究
寛
に
あ
ら
ざ
る
が

故
に
。
「
未
だ
満
せ
や
す
L

と
言
う
は
、
菩
提
の
不
満
足
な
る
こ
と
を
謂
う
に
あ

ら
ざ
る
な
り
。

日
刊

「
成
せ
し
所
の
寿
命
は
復
た
上
の
数
に
倍
せ
り
L

と
は
、
此
の
文
、
如
来
の

命
は
常
に
善
巧
方
便
も
て
多
数
を
顕
わ
す
故
に
、
上
の
数
量
を
過
ぎ
て
数
え

知
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
示
現
す
。

「
我
が
浄
土
は
殻
れ
や
す
し
て
市
も
衆
は
焼
け
尽
き
て
:
:
:
見
る
L

と
は
、
報

仏
如
来
の
真
実
の
浄
土
は
第

義
諦
の
所
摂
な
る
が
故
な
り
。

-47-

「
私
は
も
と
も
と
、
菩
曜
と
し
て
の
修
行
を
行
っ
て
〔
そ
の
菩
薩
行
は
〕
今
も
な
お
満
ち
て
い
な
い
」
の
は
、
本
願
の
故
で
あ
る
。
衆
生

っ
て
い
る
の

の
世
界
は
未
だ
尽
き
て
い
な
い
の
で
〔
私
の
本
〕
願
は
成
就
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
満
ち
て
い
な
い
」
と
[
仏
が
〕

「
獲
得
し
た
寿
命
は

は
菩
提
が
満
足
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。

の
〕
数
の
二
倍
の
寿
命
が
あ
る
の
だ
L

と
〔
経
は
説
く
が
]
、
こ
の
文
句
は
、
如
来
の
寿
命
は
常
に
善
巧
方
便

に
よ
っ
て
多
く
を
現
わ
す
の
で
先
の
数
量
を
越
え
て
い
て
、
数
え
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

焼
け
尽
く
さ
れ
て
[
憂
い
や
恐
怖
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
、

「
私
の
浄
ら
か
な
国
土
は
こ
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
に
、
し
か
し
、
人
々
は
[
こ
の
国
土
は
劫
火

に
4
3

め
ら
れ
る

〔
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
〕
。

そ
の
よ
う
な
も
の
が
充
満
し
て
い
る
と
〕
見
る
の
だ
L

と
い
う
の
は
、
報
仏
如
来
の
真
実
の
浄
土
は
第
一

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



対
一
親
『
法
益
十
弘
一
闘
い
訳
注

ω

56 55 54 53 52 51 50 

駒
郡
麻
原
提
訳
で
は
「
満
L

の
字
の
後
に
「
者
L

の
学
が
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
也
L

の
字
の
か
わ
り
に
「
故
L

と
あ
る
。

動
部
摩
提
訳
に
は
、
「
此
文
」
の
諮
を
欠
く
。

戦
那
摩
援
訳
に
は
、
「
釜
口
巧
」
の
諮
を
欠
く
。

勤
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
故
L

の
{
子
を
欠
く
。

駒
郡
摩
提
訳
に
は
、
「
之
所
」
を
欠
く
。

『
妙
法
華
?
如
来
寿
翠
口
問
に
ほ
ぼ
同
じ
一
節
が
あ
る
が
語
句
の
奥
向
が
あ
る
。
『
妙
法
華
』
の
経
文
は
「
我
本
行
菩
薩
道
所
成
議
命
。
今
猶
制
覇
」
(
『
大
正
蔵
』

第
九
巻
、
間
一
一
一
員
下
、
二
一
…

i
一
三
一
…
行
局
)
と
な
っ
て
い
る
。

前
注
の
よ
う
に
、
ぷ
V
法
華
い
で
は
「
未
尽
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
妙
法
華
』
如
来
寿
盈
品
に
一
致
す
る
文
勾
が
あ
る
が
、
語
句
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
妙
法
整
』
の
経
文
は
「
所
成
霧
命
。
今
猶
米
議
復
倍
上
数
。
」
(
『
大

正
蔵
』
第
九
巻
、
間
二
頁
下
、
二
二

1
二
三
行
日
)
と
あ
る
。

『
妙
法
華
』
如
来
寿
最
日
開
会
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
間
三
真
下
、
十
二
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。
「
我
浮
土
一
小
銭

是
悉
充
満
L

-48-

58 57 59 

市
衆
見
焼
圭
出

一
愛
怖
諸
苦
悩

立日

九
無
上
・
十
無
上

一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃

-rhム合
)

〔
書
き
下
し
文
】

(
鞘
、
℃
・

5
m
h
h
g

九
者
一
不
現
浬
般
市
無
上
故
説
霞
師
出
血
友
輪
。
十
者
一
部
現
勝

削

妙
力
無
上
故
。
自
余
経
文
一
不
現

九
に
は
浬
繋
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
医
師
の
壁
一
同
輸
を
説
く
。

十
に
は
勝
妙
力
の
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
自
余
の
経
文
も
て
示
現
す
。

ヤ
い
羽
o

r
L
M
P

，A
1ノ

応
に
知
る
べ
し
。



{
現
代
語
訳
】

第
十
に
は
勝
妙
な
る
力
の
無
上
を
、

第
九
に
は
浬
繋
の
無
上
を
示
す
た
め
に
、
〔
知
来
寿
量
品
の
中
で
〕
医
師
の
警
一
喰
を
説
く
の
で
あ
る
。知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
の
経
文
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
?
」
の
こ
と

紡
那
摩
提
訳
で
は
「
自
余
刊
紙
文
示
現
L

を
「
説
余
残
修
多
羅
L

と
す
る
。

士
口
蔵
は
「
小
一
…
米
灰
身
滅
智
蜜
入
無
鈴
。
此
日
疋
有
上
浬
繋
。
今
矯
狂
子
方
便
一
一
言
滅
三
徳
浬
祭
。
自
鼠
非
永
滅
故
自
疋
無
上
。
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、

と
注
釈
し
て
い
る
。

市
口
蔵
は
「
雪
口
勝
妙
カ
無
上
者
。
共
歎
法
整
有
勝
妙
巧
問
。
故
名
之
力
也
」
(
『
大
正
蔵
品
第
四
十
巻
、

61 60 62 多
宝
如
来
塔

〔
テ
キ
ス
ト
】
(
七

-rh・
。
呂
)

(
勅
、
℃
-
H
E
h
b
N
C
)

多
宝
如
来
塔
示
現
一
切
仏
土
清
浄
者
。
一
示
現
諸
仏
実

棺
境
界
中
種
種
諸
宝
問
錯
荘
厳
故
。
一
示
現
有
八
。

者
塔
・
二

-
三
者
略
・
四
者
住
持
・
五
者
一
部
現日

無
量
仏
・
ム
ハ
者
離
械
・
七
者
多
宝
・
八
者
向
一
塔
坐
。

塔
者
。
示
現
如
来
舎
利
住
持
故
。
量
者
。
方
便
示
現

日

前

倒

的

一
切
仏
土
清
浄
荘
厳
。
是
出
世
間
清
浄
。
無
漏
善
根

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

八
二
二
資
上
)

八
二
二
頁
中
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

{
書
き
下
し
文
}
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多
宝
如
来
の
塔
、

町

一
切
の
仏
土
の
清
浄
を
示
現
す
と
は
、
諸
仏
の
実
棺
境
界

の
中
に
種
種
の
諸
宝
は
間
錯
し
て
荘
厳
せ
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

示
現
に
八
あ
り
。

一
に
は
塔
、

こ
に
は
量
一
、
一
一
一
に
は
略
、
四
に
は
住
持
、
五
に
は
示
現
無
且
一
塁
仏
、

六
に
は
離
棟
、

八
に
は
同
一
塔
坐
な
り
。

七
に
は
多
宏
、

塔
と
は
如
来
の
舎
利
の
住
持
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。



世
親
『
法
禁
論
』
訳
注
凶

所
生
。
非
是
世
間
有
漏
善
根
之
所
生
也
。
略
者
。
示

現
多
宝
仏
身
一
体
撰
取
一
切
語
仏
真
法
身
故
。
住
持

者
。
示
現
諸
仏
如
来
法
身
自
在
力
故
。
示
現
無
量
仏

者
。
一
示
現
彼
此
所
作
諸
業
無
差
別
加
故
。
遠
離
糠
者
。

例

示
現
一
切
諸
仏
国
土
平
等
清
浄
故
。
多
宝
者
。
示
現

一
切
諸
仏
国
土
問
実
性
故
。
同
一
塔
坐
者
。
一
部
現
化

仏
非
化
仏
法
仏
報
仏
等
皆
為
成
大
事
故
。

〔
現
代
語
訳
}

と
は
方
便
も
て
一
切
仏
土
の
清
浄
荘
厳
を
示
現
す
る
な
り
。
是
れ
出
世
間

の
清
障
に
し
て
無
漏
の
善
根
の
所
生
な
り
。
是
れ
世
間
の
有
漏
の
善
根
の
所

生
に
あ
ら
、
ざ
る
な
り
。

略
と
は
多
宝
仏
の
身
は
一
体
も
て

切
諸
仏
の
真
の
法
身
を
摂
取
す
る
を
示

現
す
る
が
故
な
り
。

住
持
と
は
諸
仏
・
如
来
の
法
身
の
自
在
力
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

無
量
の
仏
そ
示
現
す
る
と
は
、
彼
此
の
所
作
の
諸
の
業
の
差
別
な
き
こ
と
を

示
現
す
る
が
故
な
り
。
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識
を
遠
離
す
と
は
二
切
諸
仏
の
国
土
は
平
等
に
し
て
清
浄
な
る
が
故
な
り
。

川
出

多
宝
と
は
一
切
諸
仏
の
国
土
の
同
宝
性
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

問

問
一
の
塔
に
坐
す
る
と
は
、
北
仏
・
非
化
仏
・
法
仏
・
報
仏
等
は
皆
な
為
に

大
事
を
成
ず
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

多
宝
如
来
の
塔
は
す
べ
て
の
仏
国
土
の
清
滞
性
を
示
し
て
い
る
と

〉
:
号
、

プ

ナ
h
'
刀

そ
れ
〕
は
、
仏
た
ち
の
実
相
境
界
に
お
い
て

一
に
は
塔
(
そ
の
も
の
)
に
よ
っ
て
、
ニ
に
は
(
塔
の
〕

様
々
な
宝
が
入
り
交
じ
っ
て
荘
厳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
八
様
に
示
さ
れ
る
。

に
よ
っ
て
、
一
一
一
に
は
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

四
に
は
〔
仏
法
を
〕
住
持

五
に
は
薫
り
知
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
仏
た
ち
を
示
し
現
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
に
は
械
れ
を
離
れ
て
い
る
こ
と
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、



よ
っ
て
、
七
に
は
多
宝
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

八
に
は
河
一
の
塔
に
坐
す
こ
と
に
よ
っ
て

さ
れ
る
の
〕

で
あ
る
。

(
多
宝
如
来
〕
塔
〔
そ
の
も
の
〕
は
、
知
来
の
金
利
を
住
持
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
多
宝
如
来
塔
の
〕
量
は
、
方
便
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
仏
国
土
の
清
浄
性
・
荘
厳
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
間
的
な
清
浄
性
を
超
越

し
て
い
て
、
無
韻
の
善
根
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
間
的
な
有
漏
の
善
根
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

略
す
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
多
宝
仏
の
身
体
は
た
だ
一
体
だ
け
で
あ
ら
ゆ
る
仏
た
ち
の
真
実
の
法
身
を
摂
め
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
〔
仏
法
を
〕
住
持
す
る
こ
と
と
は
、
仏
・
如
来
た
ち
の
法
身
の
自
在
力
を
示
し
て
い
る
。

量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
仏
た
ち
を
示
し
現
す
こ
と
と
は
、

か
の
(
十
方
の
分
身
仏
〕

と
こ
の

〔
釈
迦
仏
]
が
、
作
し
た
多
く
の
行

い
に
は
差
別
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

積
れ
を
離
れ
て
い
る
こ
と
と
は
、
す
べ
て
の
仏
出
土
は
平
等
で
あ
り
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

-51 

多
宝
で
あ
る
こ
と
と
は
、
す
べ
て
の
仏
た
ち
の
国
土
の
宝
は
閉
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

間

塔
に
坐
す
こ
と
と
は
、
化
仏
や
非
化
仏
、
法
仏
や
報
仏
な
ど
は
み
な
大
事
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

66 65 64 63 

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
示
現
L

を
顕
示
と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
宝
」
の
器
開
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
示
柄
引
有
八
」
以
下
「
同
一
塔
坐
」
ま
で
を
欠
く
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
「
仏
間
出
土
L

と
す
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
相
杭
吋
法
華
論
』
訳
注

ω

82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 

勃
那
摩
援
訳
に
は
、
「
荘
厳
L

の
語
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
回
疋
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
清
浄
L

の
奇
聞
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
根
之
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
也
L

の
学
の
か
わ
り
に
「
故
L

の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
一
小
現
」
の
語
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
仏
」
を
「
如
来
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
体
」
の
字
の
後
に
「
一
一
小
現
L

の
認
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
」
の
昌
子
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
真
」
の
{
子
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
械
L

の
字
の
後
に
「
不
浄
」
の
語
が
あ
る
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
諸
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
臨
時
提
訳
で
は
「
言
多
宝
者
L

と
す
る
。

勃
那
臨
時
提
訳
で
は
「
一
一
切
仏
土
L

と
す
る
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
「
実
」
の
字
を
「
中
矛
と
す
る
。
ま
た
土
日
成
所
引
の
文
句
も
「
同
宝
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
文
脈
か
ら
考
え
て
も
「
白
玉
L

の
方
が
ふ
さ
わ
し

く
、
テ
キ
ス
ト
は
誤
槌
と
思
わ
れ
る
。

上
述
の
「
五
者
一
部
現
清
浄
国
土
無
上
故
一
都
現
多
宝
如
来
塔
」
を
承
け
て
い
る
。

土
問
蔵
は
「
且
一
黒
有
二
義
。
一
者
土
果
形
盤
。
讃
二
ガ
四
百
議
億
那
市
開
他
土
果
形
量
。
ニ
者
間
口
一
一
塁
。
請
無
抑
州
議
口
根
生
非
有
漏
善
根
起
也
」
(
吋
大
正
蔵
h

第
四
十

巻
、
八
二
二
頁
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

士
口
蔵
は
「
諸
紳
開
法
身
自
在
身
力
者
。
此
調
押
多
賀
於
十
方
世
界
、
涌
波
及
溌
撃
歎
偽
之
一
事
。
以
法
身
週
一
切
麗
故
。
能
於
一
切
腹
有
此
功
徳
。
住
持
例
法
故
魚
住
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87 

持
也
L

(

『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
一
三
頁
卜
一
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

土
口
蔵
は
「
一
一
山
一
ぷ
現
彼
此
所
作
誇
業
無
差
別
故
。
懇
意
明
示
現
十
方
分
身
例
。
故
臼
之
矯
彼
。
務
迦
之
身
裕
之
矯
此
。
亦
得
十
万
分
身
初
望
自
矯
彼
此
。
十
方

諸
併
問
欲
弘
道
利
人
。
故
一
去
十
方
諸
併
所
作
諸
盛
未
然
有
差
別
也
。
又
十
方
分
身
品
開
問
往
浄
土
隠
説
一
乗
河
化
菩
薩
。
即
日
疋
額
諸
併
道
向
。
故
名
所
作
業
無
差

別
。
諸
備
選
既
間
放
。
品
高
知
今
日
務
迦
亦
河
諸
傍
」
(
叶
大
正
蔵
い
第
四
十
巻
、
八
二
一
一
一
頁
上
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

安
藤
は
「
郎
走
態
綬
中
移
諸
夫
人
及
山
海
事
也
L

(

『
大
正
蔵
』
第
凶
十
巻
、
八
二
一
一
一
頁
よ
)
と
注
釈
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
文
句
は
、
『
妙
法
華
ご
目
見
宝
塔
品

(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
二
一
二
頁
上
中
)
の
一
節
と
指
す
と
思
わ
れ
る
。

勅
那
麻
原
提
訳
に
従
い
「
笑
」
の
{
子
を
「
宗
」
と
改
め
る
。

士
口
蔵
所
引
の
文
句
に
は
「
非
化
仏
L

の
諾
を
欠
い
て
い
る
。
(
『
大
正
蔵
品
策
関
十
巻
、

八
二
三
一
良
上
)

86 89 88 第
十
勝
妙
義
(
法
力
・
持
カ
・
修
行
力
)

法
力
【
テ
キ
ス
ト
〕

f
r
h・2
1自
)

【
書
き
下
し
文
】
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自
此
日
下
示
現
法
力
持
力
修
行
力
応
知
。
法
力
者
。

五
門
示
現
。
一
者
証
門
。
ニ
者
信
門
。
一
一
一
者
供
養
門
。

制

m
m
M
m

問
者
間
法
門
。
五
者
読
諦
持
説
門
。
弥
勅
菩
薩
品
中

町

山

間

関

問

示
現
四
門
。
常
精
進
窓
口
薩
口
問
中
示
現
一
門
。

此
れ
よ
り
己
下
、
法
力
と
持
力
と
修
行
力
と
を
示
現
す
。
応
に
知
る
べ
し
。

一
に
は
証
門
、
こ
に
は
倍
門
、
一
ニ
に
は
供
養

五
に
は
読
諦
持
説
門
な
り
。

弥
勅
菩
薩
品
中
に
四
円
を
示
現
す
。
常
精
進
菩
薩
品
中
に
一
門
を
示
現
す
。

法
力
と
は
五
円
も
て
示
現
す
。

門
、
四
に
は
開
法
円
、

{
現
代
語
訳
}

こ
れ
以
下
は
、
法
の
力
と
保
持
す
る
力
と
修
行
の
力
を
一
示
す
。
〔
こ
の
こ
と
を
]
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
吋
法
華
論
』
訳
注
同

法
の
力
と
は
、

五
つ
の
観
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

に
は
信
部
と
い
う
観
点
、

三
に
は
換
養
と
い
う

一
に
は
さ
と
り
と
い
う
観
点
、

観
点
、

四
に
は
教
え
を
酷
く
と
い
う
観
点
、

五
に
は
[
経
を
〕
読
み
・
諦
し
・
保
持
し
・
説
く
と
い
う
観
点
で
あ
る
。

四
つ
の
観
点
に
つ
い
て
は

(
『
法
華
経
』

の
中
で
示
さ
れ
て

の
〕
弥
勅
菩
薩
品
(
「
妙
法
華
』
分
別
功
語
口
問
に
棺
当
す
る
と
思
わ
れ
る
)

いヲ
Q

。

〔
司
法
華
経
』

の
中
で

の
〕
常
精
進
菩
薩
口
問
(
『
妙
法
華
』

一
つ
の
観
点
に
つ
い
て
は

の
法
師
功
徳
品
に
棺
当
す
る
と
思
わ
れ
る
)

京
さ
れ
て
い
る
。

102 10l 1ω99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 

戦
那
摩
擦
訳
で
は
「
五
し
の
字
の
後
に
「
種
」
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
門
L

の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
門
L

の
学
を
欠
く
。

勅
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
門
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
脳
陣
提
訳
に
は
、
「
門
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
療
援
訳
に
は
、
「
門
」
の
学
安
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
弥
」
の
字
の
前
に
「
四
種
門
」
と
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
関
門
」
の
語
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
「
常
L

の
字
の
前
に
二
法
門
」
と
あ
る
。

勤
那
摩
援
訳
に
は
、
「
中
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
一
門
」
の
訪
を
欠
く
。

士
口
蔵
は
「
法
郎
是
法
華
之
法
有
勝
功
用
。
故
橋
法
力
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
二
三
賀
中
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

「
弥
勃
霊
口
薩
口
問
L

は
『
妙
法
薬
』
で
は
「
分
別
功
徳
口
問
L

に
、
「
常
精
進
菩
陵
口
問
」
は
「
法
締
功
徳
口
問
」
に
相
当
す
る
。
古
口
蔵
は
「
繍
勅
口
問
郎
同
定
分
別
功
徳
口
問
。

常
精
進
口
問
即
法
師
功
徳
品
。
此
二
従
人
以
立
名
」
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
一
三
…
頁
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。
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門
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】
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薩 j三
品 5
中?で
四芯
法廿
門出足
者 5ア

，ι 

一
是
証
門
。
如
経
我
説

是
如
来
寿
命
長
遠
時
六
百
八
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
附

等
衆
生
得
無
生
法
忍
故
。
批
一
一
言
無
生
法
忍
者
。
所
謂

初
地
証
智
応
知
。
八
生
乃
至
一
生
得
阿
蒋
多
羅
一
一
一
貌

町

山

間

一
一
一
菩
提
者
謂
証
初
地
主
口
提
法
故
。
八
生
一
生
者
。
謂

諸
凡
夫
決
定
能
証
初
地
故
。
随
力
随
分
。
八
生
乃
一
金

一
生
皆
証
初
地
故
。
此
一
一
一
日
間
蒋
多
羅
一
ニ
貌
一
一
一
菩
提
者
。

以
離
一
一
一
界
分
段
生
死
。
髄
分
能
見
真
如
法
性
名
得
菩

提
。
非
謂
究
寛
満
足
如
来
方
便
浬
繋
也
。

{
現
代
語
訳
】

門
書
き
下
し
文
】

弥
勅
菩
薩
品
中
の
四
法
門
と
は
、

一
に
は
是
れ
註
門
な
り
。
経
の
如
く
「
我

是
の
如
来
の
寿
命
の
長
遠
な
る
を
説
く
時
、
六
百
八
十
万
億
那
由
多
値
河
沙

の
衆
生
は
無
生
法
忍
を
得
る
L

が
故
な
り
。

此
の
「
無
生
法
忍
」
と
一
一
一
口
う
は
、

い
わ
ゆ
る
初
地
の
証
智
な
り
。
応
に
知
る

べ
し
。「八
生
L

乃
主
「
一
生
に
阿
鰐
多
羅

M
凶

菩
提
そ
得
」
と
は
、
初
地
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提
法
を
証
す
る
を
謂
う
が
故
な
り
。
「
八
生
」
三
生
L

と
は
、

の
凡
夫
は

決
定
し
て
能
く
初
地
を
目
証
す
る
を
謂
う
が
故
な
り
。
力
に
随
い
分
に
随
っ
て

八
生
乃
吏

は
皆
な
初
地
を
証
す
る
が
故
な
り
。

此
の
「
阿
蒋
多
羅
一
ニ
窺
一
一

と
一
言
う
は
、
一
一
一
界
の
分
段
生
死
を
離
れ
、

分
に
随
っ
て
能
く
真
如
法
性
を
見
る
を
以
て
菩
提
を
得
る
と
名
づ
く
。

し
て
如
来
の
方
便
浬
繋
を
満
足
す
る
を
謂
う
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

弥
勤
菩
薩
品
の
中
(
で
示
さ
れ
る
〕
剖
つ
の
法
〔
の
力
〕
に
つ
い
て
の
観
点
と
は
、

一
つ
に
は
さ
と
り
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
経
に
「
私



世
親
『
法
禁
論
』
訳
注
印

が
、
以
上
の
よ
う
に
如
来
の
寿
命
が
は
る
か
に
長
い
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
持
に
、
六
百
八
十
万
億
那
由
多
の
ガ
ン
ジ
ス
沼
の
砂
の
数
に

等
し
い
数
の
衆
生
た
ち
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
い
う
さ
と
り
を
体
得
し
た
L

と
あ
る
よ
う
に
。

こ
の
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
い
う
さ
と
り
L

と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
、
初
地
の
さ
と
り
の
智
で
あ
る
。

の
こ
と

を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
八
度
生
ま
れ
か
わ
っ
た
後
に
」
か
ら

J
度
生
ま
れ
か
わ
っ
た
後
に
、
必
ず
や
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
を
護
得
す
る
で
あ
ろ
う
」
ま
で

は
、
初
地
の
さ
と
り
の
法
を
さ
と
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
八
度
生
ま
れ
か
わ
る
」

J
度
生
ま
れ
か
わ
る
」
と
は
、
凡
夫
た
ち
は
必
ず
初
地
を
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
い
う
の
で

あ
る
。
能
力
に
応
じ
て
分
際
に
応
じ
て
「
八
度
生
ま
れ
か
わ
る
」
者
た
ち
ゃ
「
一
度
生
ま
れ
か
わ
る
L

者
た
ち
は
、

み
な
初
地
を
さ
と
る

56 

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
L

と
は
、
一
一
一
界
に
お
け
る
身
体
あ
る
凡
夫
の
生
死
を
離
れ
て
、
分
際
に
応
じ
て
真
如
法
性
、
宇
佐
見
る
こ
と

を
菩
提
と
名
づ
け
て
い
る
。
如
来
の
方
便
と
し
て
の
浬
繋
を
完
全
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

nuυ ー
削
開1
 
5
 
9
 

山
山7
 

nuυ 
拙
山ー

勅
那
臨
時
提
訳
で
は
「
間
法
門
L

を
「
四
穏
門
し
と
す
る
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
門
」
の
ん
子
を
欠
く
。

紡
那
摩
援
訳
に
は
、
「
等
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
所
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
法
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
耐
用
提
訳
で
は
「
八
生
L

の
認
の
後
に
「
乃
至
L

の
諮
が
あ
る
。
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勅
那
臨
時
費
訳
に
は
、
「
故
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
皆
」
の
学
を
欠
く
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
此
L

の
中
?
を
欠
く
。

紡
那
麻
路
提
訳
で
は
「
問
介
L

の
字
の
後
に
「
中
し
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
擦
一
訳
で
は
「
法
性
L

の
語
の
か
わ
り
に
「
仏
性
L

の
語
が
あ
る
。
菩
提
朗
自
支
訳
で
も
「
仏
性
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
士
口
蔵

所
引
の
文
句
は
「
仏
性
」
と
し
て
い
る
。
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
八
二
回
頁
上
)

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
也
L

の
ん
子
の
か
わ
り
に
「
故
L

と
あ
る
。

『
妙
法
華
』
分
別
功
徳
口
問
(
『
大
正
蔵
い
第
九
巻
、
四
四
頁
上
、
八

1
十
行
自
)
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。
「
恒
河
沙
等
衆
生
L

は
『
妙
法
筆
』
で
は

「
復
河
沙
衆
生
」
と
あ
り
、

4
7
の
ん
子
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
分
別
功
徳
口
町
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
間
頁
上
、
十
七

1
二
四
行
自
)
に
存
す
る
。
「
八
生
醤
得
河
終
多
経
三
薮
一
二
議
提
。
復
有
湖
西
天
下
微
態

数
玄
丘
町
随
摩
認
薩
。
羽
生
蛍
得
間
務
多
経
三
毅
一
一
一
審
提
。
復
有
一
一
…
回
天
下
微
塵
数
笠
口
薩
摩
詞
議
。
一
一
一
生
蛍
得
阿
鰐
多
羅
一
一
一
毅
一
一
…
菩
提
。
復
有
二
四
天
下
微
塵
数

輩
口
薩
麻
原
詞
穣
。
一
一
生
首
得
阿
務
多
羅
三
薮
一
ニ
菩
提
。
復
有
一
一
山
天
下
微
闘
機
数
笠
口
議
摩
諮
薩
。
一
生
営
得
河
鰐
多
羅
三
貌
三
盆
口
提
O

L

4
 
1
 
1
 
5
 
1
 
1
 

po 
l
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信
門
・
供
養
門
・
閣
法
門

{
テ
キ
ス
ト
〕
(
℃
・
5
m
y
N
N
h
i
H
H
)

{
書
き
下
し
文
〕

(
勅
、
℃
-
H
S
L
E
i
∞)

二
回
氾
信
門
。
如
経
復
有
八
世
界
微
塵
銑
衆
生
皆
発
阿

轄
多
羅
一
一
一
読
一
一
一
菩
提
心
故
。
コ
一
供
養
門
。
如
経
是
諸

ニ
に
は
是
れ
信
門
な
り
。
経
の
如
く
「
復
た
八
世
界
の
微
塵
数
の
衆
生
有
つ

て
皆
な
何
軒
多
緯
一
一
一
読
一
一
一
窓
口
提
を
発
す
L

が
故
な
り
。

三
に
は
供
養
門
な
り
。
経
の
如
く

菩
薩
摩
詞
薩
得
大
法
利
時
於
虚
空
中
雨
受
陀
羅
華
如

の
語
菩
薩
摩
諮
薩
の
大
法
利
を
得
る

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



役
親
『
法
泰
弘
伊
訳
注
矧

是
等
故
。
路
間
同
法
門
。
如
随
喜
口
問
所
説
応
知
。

【
現
代
語
訳
}

二
つ
に
は
、
信
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
経
に
「
ま
た
、

時
、
最
空
中
に
於
い
て
墨
陀
羅
華
を
雨
ら
す
」
是
く
の
知
き
等
の
故
な
り
。

四
に
は
罰
法
門
な
り
。
髄
喜
品
の
所
説
の
如
し
。
応
に
知
る
べ
し
。

は
み
な
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
へ
と
向
か
う
心
を
発
し
た
の
だ
L

と
あ
る
よ
う
に
。

八
つ
の
世
界
を
微
塵
に
し
た
そ
の
数
と
等
し
い
数
の
衆
生
た
ち
が
い
て
、
彼
ら

一
つ
に
は
、
供
養
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
経
に
「
仏
が
、
こ
れ
ら
多
く
の
菩
蕗
大
士
た
ち
が
大
い
な
る
法
の
利
援
を
得
る
と
い
う
こ
と

を
説
か
れ
た
時
、
虚
空
か
ら
受
陀
羅
の
花
と
摩
詞
憂
陀
羅
の
花
と
が
雨
の
よ
う
に
跨
っ
て
き
て
L

と
こ
の
よ
う
に
あ
る
よ
う
に
。

四
つ
に
は
、
教
え
を
聞
く
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
随
喜
品
に
説
か
れ
る
如
く
で
あ
る
。
ワ
」
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
一
楚
L

を
欠
く
。

勅
那
摩
援
訳
で
は
「
門
L

の
字
を
「
者
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
数
L

の
学
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
一
一
一
L

の
学
を
欠
く
。

勤
那
腕
序
提
訳
で
は
「
門
L

の
字
を
「
者
L

と
す
る
。

勃
那
摩
捻
訳
に
は
、
「
四
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
で
は
「
門
」
の
字
を
「
者
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
所
」
の
字
を
欠
く
。

吋
妙
法
禁
』
分
別
功
徳
口
出
(
『
大
正
競
』
第
九
巻
、
間
四
頁
上
、

『
妙
法
華
』
分
別
功
徳
口
問
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
間
交
上
、

四

1
一
…
五
行
自
)

二
五

1
二
六
行
白
)

に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。



明

μ

『
妙
法
葉
』
の
随
喜
功
徳
品
に
相
当
す
る
。
士
口
蔵
は
「
問
。
前
一
去
麗
菊
勤
口
問
。
今
云
侭
麗
随
宣
言
問
。
答
。
随
喜
口
問
初
受
菊
勅
問
隣
組
宣
官
。
依
此
義
亦
得
務
局
強
勃

口
問
。
若
従
随
喜
義
立
名
務
随
申
立
官
。
故
不
松
遼
也
。
L

(

『
大
正
競
』
第
四
十
巻
、
八
二
四
頁
中
下
)
と
注
釈
し
て
い
る
。

読
語
持
説
門

【
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
・

5PN~・ロ
i
N品
)

(
勤
、
日
)
-
H
S
L
N
・∞
15)

常
精
進
菩
薩
品
中
。
一
法
門
者
。
謂
読
語
解
説
警
写

等
。
得
六
根
清
浄
。
如
経
若
善
男
子
善
女
人
受
持
法

華
経
若
読
若
諦
若
解
説
若
書
写
。
是
人
当
得
八
百
摂

閉

山

功
徳
次
第
乃
歪
得
千
二
百
意
功
徳
故
。
此
得
六
根
清

山

間

浄
者
。
謂
諸
凡
夫
以
経
力
故
得
勝
根
用
。
未
入
初
地

菩
薩
正
位
此
義
応
知
。
如
経
以
父
母
所
生
清
浄
肉
眼

見
子
一
一
一
千
大
千
世
界
如
是
等
故
。
又
六
根
清
浄
者
。

凶

瑚

拙

於
一
一
摂
中
悉
能
具
足
。
見
色
間
声
弁
香
別
味
覚
触

知
法
。
諸
根
互
間
出
此
義
応
知
。
限
所
見
者
間
呑
能
知
。

如
経
釈
提
桓
因
在
勝
殿
上
五
欲
娯
楽
乃
至
説
法
故
。

賠
香
知
者
。
此
是
知
境
以
鼻
根
知
故
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

{
書
き
下
し
文
}

常
精
進
菩
薩
口
問
中
の
一
法
門
と
は
、
読
諦
・
解
説
・

を
得
る
を
謂
う
。
経
の
如
く

六
根
の
清
浄

は
善
男
子
・
善
女
人
の
、
法
華
経
を
受

持
し
若
し
は
読
み
若
し
は
請
し
若
し
は
解
説
し
若
し
は
書
写
せ
ば

の
人

は
当
に
八
百
の
限
の
功
徳
を
得
」
よ
り
次
第
し
て
、
乃
主

59 

百
の
意
の

此功
の f恵
「を
六得
根べ
のき
清 L

浄が
を故
簿開な
」り
と。

は

の
凡
夫
は
経
の
力
を
以
て
の
故
に
勝

根
の
用
を
得
る
を
謂
う
な
り
。
未
だ
初
地
の
菩
薩
の
正
伎
に
入
ら
ざ
る
な
り
。

m削W

此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。
経
の
如
く
「
父
母
所
生
の
清
浄
な
る
肉
観
を
以
て

三
千
大
千
世
界
を
見
る
」
と
、
是
く
の
如
き
等
の
故
な
り
。

又
た
「
六
根
の
清
浄
」
と
は
、

の
根
の
中
に
於
い
て
悉
く
能
く
具
足
し

て
色
を
見
、
声
を
開
き
、
香
を
弁
じ
、
味
を
別
し
、
触
を
覚
し
、
法
を
知
る

な
り
。
諸
の
根
は
互
い
に
用
う
。
此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。
眼
も
て
見
ら
れ



世
毅
『
法
益
十
払
伊
訳
注

ω

た
る
所
の
も
の
は
香
を
聞
き
て
能
く
知
る
。
経
の
如
く
「
釈
提
桓
屈
は
勝
殿

の
上
に
在
っ
て
五
欲
に
娯
楽
し
L

乃
至

J
説
法
す
L

る
が
故
な
り
。
「
一
杏
を
問
問

き
知
る
L

と
は
、
此
れ
は
是
れ
知
の
境
に
し
て
、
鼻
根
を
以
て
知
る
が
故
な

。

れソ

〔
現
代
語
訳
〕

常
精
進
菩
薩
品
の
中
〔
に
示
さ
れ
る
〕
、
法
に
つ
い
て
の
観
点
の
一
つ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
つ
法
華
経
』
の
〕
読
語
、
解
説
、
書
写
等
は

六
つ
の
器
官
房
}
清
浄
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
の
「
も
し
善
男
子
・
善
女
人
が
、
〔
こ
の
)
経
典
を
受
け
保
ち
、
あ
る
い
は
読
み
、

あ
る
い
は
請
し
、
あ
る
い
は
人
に
解
説
し
、
あ
る
い
は
書
写
し
た
な
ら
ば
、

そ
の
人
は
必
ず
や
、
眼
に
つ
い
て
の
八
百
の
徳
性
」
か
ら
次

60 

第
し
て
「
心
に
つ
い
て
の
千
二
百
の
徳
性
を
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

こ
の
つ
六
つ
の
器
官
の
清
浄
を
得
る
」
と
は
す
な
わ
ち
、
凡
夫
た
ち
は
コ
法
華
〕
経
』
の
力
に
よ
っ
て
勝
れ
た
器
官
の
作
用
を
得
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
し
〕
初
地

の
位
階
に
は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
経
に
つ
父
母
か
ら
受
け
た
ま
ま
の
清
ら
か
な

肉
眼
に
よ
っ
て
、
全
宇
宙
世
界
の
内
外
を
く
ま
な
く
見
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
よ
う
に
。

ま
た
「
六
つ
の
器
官
の
清
浄
」
と
は
、

一
々
の
器
官
の
中
に

つ
〕
す
べ
て
の

{
知
覚
〕
能
力
を
異
え
て
、
色
形
を
見
、
音
声
を
間

き
、
香
り
を
か
ぎ
、
味
を
あ
じ
わ
い
、
感
触
を
感
じ
、
法
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
器
官
は
そ
れ
ぞ
れ
瓦
い
に
作
用
し
合
う
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
ま
さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。
眼
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
も
の
は
香
り
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
経

に
「
帝
釈
天
が
彼
の
宮
殿
に
あ
っ
て
、

五
官
の
欲
す
る
ま
ま
に
遊
び
戯
れ
る

〔
時
の
匂
い
〕
」
か
ら
「
説
法
す
る

〔
時
の
匂
い
)
し
ま
で
に

あ
る
よ
う
に
。
「
寄
り
を
聞
い
て
知
る
」
と
は
、
知
る
と
い
う
認
識
領
域
の
こ
と
で
あ
り
、
鼻
と
い
う
器
官
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
い
う
こ



と
で
あ
る
。

146 115 14;1 143 142 141 140 139 138 1訂 136135 134 133 132 131 130 129 128 

戦
那
摩
提
訳
で
は
「
一
法
門
。
常
精
進
一
音
薩
口
開
示
桐
明
者
L

と
な
っ
て
い
る
。

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
浄
」
の
字
の
後
に
「
故
」
と
あ
る
。

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
次
第
」
の
部
聞
を
欠
く
。

戦
那
摩
提
訳
に
は
、
「
得
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
諸
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
夫
」
の
{
子
の
後
に
「
人
L

の
字
が
あ
る
。

戦
那
臨
時
提
訳
に
は
、
「
正
L

の
字
を
欠
く
。

戦
那
態
提
訳
に
は
、
「
此
義
」
の
語
を
欠
く
。

戦
那
臓
障
提
訳
で
は
「
子
」
の
字
の
か
わ
り
に
「
於
」
と
あ
る
。

紡
那
摩
嬰
訳
に
は
、
「
故
」
の
{
子
を
欠
く
。

動
那
臨
時
提
訳
で
は
「
弁
」
の
{
子
の
か
わ
り
に
「
知
」
と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
別
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
党
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
知
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
で
は
「
法
L

の
{
子
の
後
に
つ
等
」
の
字
が
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
根
互
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
此
義
」
の
語
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
所
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
罪
訳
で
は
「
知
」
の
{
子
の
か
わ
り
に
「
智
」
と
あ
る
。
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世
毅
『
法
華
論
』
訳
没

ω

?
 
4
 
1
 
8
 
4
 
1
 
勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
以
」
の
ん
子
を
欠
く
。

吋
妙
法
華
』
法
師
功
徳
日
間
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
七
頁
下
、
二
一

1
七
行
自
)
の
経
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
『
妙
法
華
』
で
は
「
法
薬
経
L

の
認
の
認
に
「
是
L

の
字
が
あ
る
。
省
略
部
分
も
含
め
て
『
妙
法
華
』
の
当
該
箇
所
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
若
善
男
子
善
女
人
。
受
持
田
定
法
華
経
。
表
讃
若
諦
若
解
説
若

警
官
持
。
是
入
賞
得
八
夜
間
眠
功
徳
。
千
二
百
茸
功
徳
。
八
百
鼻
功
徳
。
チ
一
芸
口
手
口
功
徳
。
八
百
身
功
徳
。
千
二
百
意
功
徳
。
L

司
妙
法
華
』
法
師
功
徳
口
聞
の
「
以
楚
功
徳
荘
厳
六
根
皆
令
清
浄
」
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
七
頁
下
、
七
行
自
)
の
緩
文
を
指
す
も
の
と
怒
わ
れ
る
。

『
妙
法
華
』
法
師
功
徳
口
出
の
経
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
『
妙
法
華
』
で
は
文
一
銭
の
「
以
」
の
学
を
欠
き
、
「
子
」
の
ん
予
を
「
於
」
と
し
て
い
る
。

『
妙
法
華
』
法
師
功
徳
口
問
(
吋
大
正
蔵
恥
第
九
巻
、
四
八
頁
下
、
一
二
tJ
五
行
自
)
の
経
文
と
一
致
す
る
。
省
略
部
分
も
含
め
て
『
妙
法
務
』
の
当
該
筋
一
併
を
示

せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
稗
提
桓
図
を
勝
殿
上
五
欲
娯
爽
ー
媛
融
制
時
香
。
若
在
妙
法
堂
上
局
精
利
諸
天
説
法
待
香
。
」

『
妙
法
華
』
法
師
功
徳
口
問
の
絞
文
「
問
委
悉
能
知
L

(

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
八
頁
下

i
m悶
九
首
(
中
)
に
松
山
河
す
る
と
問
。
わ
れ
る
。

日切i
 
5
 
1
 

2
 
5
 
1
 

持
カ

62 

【
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
山
(
)
m

グロ
-N品
!
日
吋
)

【
書
き
下
し
文
】

(
勅
、
℃

-HShEiNN)

印

刷

持
力
者
。
有
一
一
一
法
内
示
現
。
持
力
知
法
師
品
安
楽
行

問

出

品
等
広
説
。
法
力
如
経
応
知
。
其
心
決
定
知
水
必
近

持
力
と
は
一
一
…
の
法
門
有
り
て
示
現
す
。
持
力
は
法
部
品
・
安
楽
行
品
等
に
広

く
説
く
が
如
し
。
法
力
は
経
の
如
く
当
に
知
る
べ
し
。
「
其
の
心
決
定
し
て
、

水
必
ず
近
し
と
知
る
」
と
は
、
此
の
経
を
受
持
し
て
、
仏
性
の
水
を
得
て
、

者
。
受
持
此
経
得
仏
性
水
成
阿
蒋
多
羅
三
義
一
ニ
菩
提

故

間
内
解
多
羅
一
一
一
窺
一
ニ
菩
提
を
成
ず
る
が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
】

保
持
す
る
力
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
つ
の
法
門
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
保
持
す
る
力
は

〔
経
の
〕
法
師
口
問
や
安
楽
行
日
間
な
ど
に
お
い
て



広
く
説
か
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
法
力
は
経
に
あ
る
よ
う
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。

「
心
に
は
っ
き
り
と
、
水
は
、
必
ず
近
い
と
知
る
で
あ
ろ
う
L

と
は
、

こ
の
「
[
法
華
〕
経
』
を
受
け
て
保
持
す
れ
ば
、
仏
性
と
い
う
水
を

得
て
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
を
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

5
 

日
AF3
 
5
 

広
州7
 
5
 

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
一
一
一
L

の
{
子
の
後
に
「
種
」
の
学
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
持
カ
」
の
認
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
安
楽
行
口
問
」
の
後
に
「
勧
持
口
問
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
如
経
」
の
一
泊
聞
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
法
的
品
(
『
大
正
競
h

第
九
巻
、
一
一
ご
頁
下
、
十
一

i
十一

修
行
力

【
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
-
M
E
L
-
N吋

U
・
5σ
ト
印
)

(
助
、
℃

-HSL・N
N
Z
ミ
ム
)

修
行
力
者
。
五
門
一
示
現
。

一
者
説
力
。
二
者
行
苦
行

力
。
一
一
一
者
護
衆
生
諸
難
力
。
四
者
功
徳
勝
力
。
五
者

護
法
力
。
説
力
者
。
有
一
ニ
法
門
。
神
力
口
開
示
現
。
一

者
出
広
長
舌
令
憶
念
故
。
二
者
謂
盤
菌
数
声
説
儲
令
開

放
。
令
聞
声
巴
如
実
修
行
不
放
逸
故
。
一
ニ
者
弾
指
覚

悟
衆
生
。
令
修
行
者
得
覚
摺
故
。
行
苦
行
力
者
。
薬

北
大
文
学
研
究
科
紀
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行
自
)

に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
す
る
。

〔
書
き
下
し
文
〕
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修
行
力
と
は
五
門
も
て
示
現
す
。

一
に
は
説
力
、
ニ
に
は
苦
行
を
一
行
ず
る
力
、
一
一
一
に
は
衆
生
の
諸
難
を
護
る
力
、

屈
に
は
功
徳
勝
力
、

五
に
は
護
法
力
な
り
。

説
力
と
は
一
ニ
の
法
門
あ
り
て
神
力
品
に
示
現
す
。

一
に
は
広
長
舌
を
出
し
て
憶
念
せ
し
む
る
が
故
な
り
。

二
に
は
謂
く

の
声
も
て
備
を
説
く
は
、
聞
か
し
む
る
が
故
な
り
。



世
親
『
法
禁
論
」
訳
注

ω

山

川

町

王
菩
薩
品
示
現
。
又
行
苦
行
力
者
。
妙
音
菩
薩
品
示

以
開

ω
m
w

叩
附

現
教
化
衆
生
故
。
護
衆
生
諸
難
力
者
。
観
世
自
在
菩

薩
品
陀
羅
尼
品
一
部
現
。
功
徳
勝
力
者
。
妙
荘
厳
王
品

示
現
。
一
一
章
子
依
退
去
世
功
徳
善
根
。
有
如
是
力
故
。

護
法
力
者
。
普
賢
菩
薩
品
及
後
品
示
現
。

{
現
代
語
訳
}

修
行
の
力
は
五
つ
の
観
点
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

を
聞
か
し
め
お
わ
り
て
、
如
実
に
修
行
し
て
不
放
逸
な
る
が
故
な
り
。

三
に
は
指
を
弾
い
て
衆
生
を
覚
悟
せ
し
む
る
は
、
修
行
者
を
し
て
覚
梧
を
得

せ
し
む
る
が
故
な
り
。

苦
行
を
行
ず
る
力
と
は
、
薬
王
菩
薩
品
に
示
現
す
。

又
た
苦
行
を
行
ず
る
力
と
は
、
妙
音
菩
薩
口
聞
に
示
現
す
。
衆
生
を
教
化
す
る

が
故
な
り
。

衆
生
の
諸
難
を
護
る
力
と
は
、
観
世
自
在
菩
薩
品
と
柁
羅
尼
品
に
示
現
す
。

功
徳
勝
力
と
は
、
妙
荘
厳
王
品
に
示
現
す
。
二
章
子
は
過
去
世
の
功
徳
の
善

64 

根
に
依
り
て
是
く
の
如
き
力
有
る
が
故
な
り
。

護
法
力
と
は
、
普
賢
菩
藍
口
問
と
及
び
後
の
口
問
に
示
現
す
。

一
に
は
〔
教
え
を
〕
説
く
力
、
こ
に
は
苦
行
を
行
う
力
、
一
一
一
に
は
衆
生
そ
多
く
の
困
難
か
ら
護
る
力
、

五

に
は
教
え
を
護
る
力
で
あ
る
。

屈
に
は
功
徳
の
勝
れ
た
力
、

〔
教
え
を
〕
説
く
力
に
は
一
一
一
つ
の
観
点
が
あ
っ
て
、
神
力
品
の
中
に
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

一
に
、
広
く
て
長
い
舌
を
出
す
の
は
鵠
念
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

一
一
に
、
咳
払
い
を
し
て
借
を
説
く
の
は
間
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。



三
に
、
指
を
弾
い
て
衆
生
を
目
覚
め
さ
と
ら
せ
る
の
は
、
修
行
者
に
目
覚
め
と
さ
と
り
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

苦
行
を
行
う
力
は
薬
玉
菩
寵
口
問
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
苦
行
を
行
う
力
は
妙
音
菩
薩
品
に
一
京
さ
れ
て
い
る
。
衆
生
を
教
化
す
る
か

ら
で
あ
る
。

衆
生
を
多
く
の
困
難
か
ら
護
る
力
は
観
世
自
在
窓
口
薩
品
と
陀
羅
尼
品
に
示
さ
れ
て
い
る
。

功
穂
の
勝
れ
た
力
は
妙
荘
厳
品
に
一
部
さ
れ
て
い
る
。
二
章
子
は
過
去
世
の
功
徳
の
善
根
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

教
え
を
護
る
力
は
響
賢
菩
薩
品
と
及
び
ぞ
れ
よ
り
以
降
の
口
出
に
示
さ
れ
て
い
る
。

部9
 
5
 ω
 

1
 
1
 
6
 
6
 
1
 

口
w

削山山ー江山
印
刷1
 
7
 
8
 
8
 
8
 
i
 ω
 

自

紡
那
摩
援
訳
で
は
「
コ
一
」
の
{
予
の
後
に
「
穏
L

の
也
子
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
{
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
令
」
の
{
子
の
か
わ
り
に
「
者
」
と
あ
る
。

勤
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
者
謂
」
を
欠
く
。

勅
那
臨
時
提
訳
で
は
「
古
門
L

の
字
の
後
に
「
者
」
の
字
が
あ
る
。

勤
那
摩
援
訳
に
は
、
「
令
L

の
学
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
者
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
挺
訳
で
は
「
衆
生
し
の
一
諸
問
の
か
わ
り
に
「
者
」
と
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
一
討
中
現
」
の
諾
の
後
に
「
教
化
衆
生
し
と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
又
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
故
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
諸
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
カ
者
L

を
欠
く
。
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没
親
『
法
務
論
』
訳
注

ω

ヴーη
 
1
 
3
 

nvi 4
 
7
 
1
 
5
 

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
鋭
世
立
日
口
問
」
と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
二
童
子
L

の
惑
を
欠
く
。

勅
那
情
感
提
訳
に
は
、
「
世
L

の
字
を
欠
く
。

戦
那
瞬
時
提
訳
で
は
「
議
口
根
L

の
諾
の
か
わ
り
に
「
彼
二
童
子
L

と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
菩
薩
L

の
語
を
欠
く
。

受
持
名
号

一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃
山
。
σ
L
~
-
M
H
i
N
H
)

(
勤
、
℃
-
H
r
L
E
i
Z
)

又
…
一
一
一
口
受
持
観
世
自
在
菩
寵
名
号
。
若
人
受
持
六
十
ニ

鰭
恒
河
沙
等
諸
仏
名
号
福
徳
等
者
。

二
種
義
。

者
信
力
故
。
二
者
撃
寛
知
故
。

者
我
身
如
彼
観
世
自
在
無
異
翠
寛
信
故
。
一
一
者
謂
於

彼
生
恭
敬
心
。
如
彼
功
徳
我
亦
如
是
畢
寛
得
故
。
畢

寛
知
者
。
謂
能
決
定
知
法
界
故
。
一
一
口
同
法
界
者
名
為
法

間

印

刷

問

捌

性
。
彼
法
性
者
。
名
為
一
切
諸
仏
菩
薩
平
等
法
身
。

平
等
身
者
真
如
法
身
。
初
地
窓
口
薩
乃
能
証
入
。
是
故

防

問

問

捌

受
持
六
十
二
億
恒
河
沙
等
諸
仏
名
号
。
有
能
受
持
観

種

{
書
き
下
し
文
}

又
た
っ
観
世
自
在
菩
薩
の
名
号
を
受
持
す
る
〔
人
〕
L

と
「
若
し
人
、
六
十
二

億
一
但
河
沙
等
の
諸
仏
の
名
号
を
受
持
せ
ば
:
:
:
福
徳
は
等
し
L

。
と
一
言
う
は
、
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二
種
の
義
あ
り
。

に
は
信
力
の
故
な
り
。

ニ
に
は
撃
寛
知
の
故
な
り
。

信
力
に
ニ
種
あ
り
。

一
に
は
我
が
身
は
彼
の
観
世
自
在
の
如
く
し
て
異
な
る
こ
と
な
し
と
の
暴
寛

の
信
の
故
な
り
。

二
に
は
謂
く
、
被
に
恭
敬
の
心
生
じ
て
、
彼
の
功
徳
の
如
く
我
も
亦
た
是
く

の
如
く
暴
寛
じ
て
得
る
が
故
な
り
と
。



m

m

m

 

世
自
在
菩
薩
名
号
。
所
得
功
穏
無
差
別
。

の
知
と
は
謂
く
、
能
く
決
定
し
て
法
界
を
知
る
が
故
な
り
と
。

法
界
と
一
一
一
日
う
は
名
づ
け
て
法
性
と
為
す
。
彼
の
法
性
と
は
名
づ
け
て
一
切
諸

仏

の
平
等
法
身
と
為
す
。
平
等
身
と
は
真
如
の
法
身
な
り
。
初
地
の

菩
薩
は
乃
ち
能
く
註
入
す
。

の
故
に
、
六
十
二
億
恒
河
沙
等
の
諸
仏
の
名
号
を
受
持
し
、
有
る
は
能
く

観
世
自
在
菩
謹
の
名
号
を
受
持
す
る
も
、
得
る
所
の
功
徳
は
無
差
別
な
り
。

{
現
代
語
訳
}

ま
た
、
「
観
自
在
菩
薩
の
名
号
を
受
持
す
る
[
人
〕
」
と
「
六
十
ニ
億
恒
河
沙
等
の
諸
仏
の
名
号
を
受
持
す
る
人
:
・
:
・
彼
ら
両
者
の
福
寵

は
等
し
い
」
と
一
言
う
〔
経
文
〕
に
は
二
種
の
意
義
が
あ
る
。

第

に
は
倍
の
力
で
あ
る
。
第
ニ
に
は
究
極
的
な
知
で
あ
る
。
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[
第
一
の
〕
信
の
力
に
は
二
種
あ
る
。

一
に
は
、
自
分
自
身
は
観
世
音
菩
薩
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
異
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
究
極
的
な
信
[
の
力
〕

で
あ
る
。

こ
に
は
、
彼
(
観
世
音
菩
犠
)
に
対
し
て
恭
敬
の
心
を
生
じ
れ
ば
、
私
も
ま
た
、
後
(
が
得
た
〕
功
徳
の
よ
う
な
〔
功
徳
〕
を
究
極
的

に
は
得
る

い
う
一
一
恨
の
カ
〕

で
あ
る
。

一
の
〕
究
極
的
な
知
と
は
、
す
な
わ
ち
、
必
ず
や
法
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
法
界
と
は
法
性
の
こ
と
を
名
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
法
性
と
は
す
べ
て
の
仏
・

ち
の
平
等
な
る
法
身
の
こ
と
を
名
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
等
な
る

身
と
は
真
如
の
法
身
で
あ
る
。
〔
こ
の
法
性
に
]
初
地
の
菩
藤
は
証
入
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
故
に
、
六
十
ニ
億
恒
河
沙
等
と
い
う
仏
た

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



世
親
『
法
車
中
論
い
訳
九
段

ω

ち
の
名
号
を
受
持
す
る
人
と
、
観
世
音
菩
薩
の
名
号
を
受
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
が
得
る
功
徳
は
差
別
加
の
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

194 193 192 191 I鉛 189188 187 186 185 184 183 182 181 180 179 178 177 176 

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
自
在
」
の
語
の
か
わ
り
に
「
立
H
L

と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
悶
?
の
{
子
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
若
人
」
の
か
わ
り
に
「
及
L

と
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
鐙
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
ロ
ア
の
{
予
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
等
」
を
「
平
等
」
と
す
る
。

動
那
摩
援
訳
で
は
「
者
」
の
字
の
後
に
「
求
」
の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
援
訳
に
は
、
「
彼
L

の
{
予
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
「
由
同
夜
」
の
週
間
の
か
わ
り
に
「
音
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
挺
訳
に
は
、
「
加
熱
製
ど
の
諾
を
欠
く
。

助
制
抑
摩
提
訳
に
は
、
「
謂
於
彼
し
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
如
悶
疋
」
の
誇
を
欠
く
。

紡
那
麻
原
捷
訳
に
は
、
「
掴
閥
抗
庇
」
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
に
は
、
「
営
問
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
府
県
提
訳
に
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
態
提
訳
に
は
、
「
者
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
「
名
為
L

の
か
わ
り
に
「
入
初
地
菩
縫
能
一
位
入
L

と
あ
る
。

紡
那
摩
提
訳
に
は
、
「
法
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
燦
提
訳
で
は
「
身
L

の
字
の
後
に
「
放
し
の
字
が
あ
る
。
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船山山
似山山

叩
川

叩
山

川
淵

勤
那
摩
援
訳
で
は
「
者
L

の
字
の
後
に
「
謂
L

の
字
が
あ
る
。

勅
那
摩
提
訳
に
は
、
「
初
地
主
口
薩
乃
能
証
入
L

を
欠
く
。

勅
那
臨
時
提
訳
に
は
、
「
億
」
の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
等
諸
」
を
欠
く
。

動
那
瞬
静
提
訳
に
は
、

J
V
」
の
{
予
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
に
は
、
「
有
能
」
を
欠
く
。

勃
那
時
期
提
訳
で
は
「
自
在
」
の
語
を
「
立
日
L

と
す
る
。

勤
那
摩
提
訳
に
は
、
「
口
ぢ
」
の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
に
は
、
「
所
得
」
の
語
を
欠
く
。

吋
妙
法
華
』
観
世
音
菩
薩
普
門
口
閣
の
「
若
有
人
受
持
六
十
二
億
値
河
沙
菩
薩
名
L
V
T
o

復
童
形
供
養
飲
食
衣
服
臥
呉
間
商
務
市
。
於
汝
怠
云
例
。
同
党
議
口
男
子
養
女
人
功

徳
多
不
。
無
蓋
怠
一
言
。
甘
曲
多
投
尊
。
偽
言
。
若
復
有
人
受
持
観
世
音
菩
薩
名
続
。
乃
至
一
昨
吋
趨
界
供
養
。
是
二
人
福
正
等
無
恩
(
O

」
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
五
七

頁
上
)
に
相
応
す
る
。

駿
文
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{
テ
キ
ス
ト
〕
(
七
-
H
C
ダ
門
戸
時
i
N
ω
)

〔
書
き
下
し
文
}

(勅、

u・
5
ミ
-Z!日
)
-
M
E
L
-
H
)

第
二
序
品
示
現
七
種
功
徳
成
就
。
第
ニ
方
使
品
有
五

第
一
序
品
は
七
種
の
功
徳
の
成
就
せ
る
を
示
現
す
。
第
ニ
方
便
口
問
は
五
分
の

妙分
法示
蓮現
撃破
経部二
憂揃明
波一
提
舎余
恭二 ロ
モヨT 口口

下加如
向
処
分
易
解

一
示
現
有
り
て
ニ
を
破
し
一
を
明
か
す
。
余
品
は
向
に
処
分
す
る
ご
と
し
。
解

し
易
し
。

妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
巻
下

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



役
続
『
法
議
論
』
訳
注

ω

【
現
代
語
訳
〕

第

の
序
品
は
、
七
種
の
功
徳
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

の
方
便
品
は
五
つ
の
部
分
の
示
現
が
あ
っ
て
、

つ
の
〔
教
え
の
乗
り
物
〕
を
退
け
て
一
つ
の

[
教
え
の
乗
り
物
]
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
残
り
の
諸
章
は
す
で
に
扱
っ
た
如
く
で
あ
っ

て
、
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

207 206 205 

勅
那
摩
提
訳
で
は
「
経
」
の
字
の
後
に
「
論
L

の
字
が
あ
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
「
憂
L

の
字
を
「
優
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
に
は
、
「
巻
下
L

の
諮
を
欠
く
。
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